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②

第29回全日本実業団選手権大会

ヨネックス9年ぶり2度 目

④

トマス・カップ観戦記/渡辺武司
バ ドミントン王国を訪ねて

●

女子団体

サントリー4連勝

⑩

シルバーボウル国際大会を観戦して

銭谷選手 大熱戦の連続

0
男子シングルス

銭谷欽治 2年ぶり4度 目

①

すい星・山本美津子、関東を制す

西山時代いよいよ到来か

0
女子シングルス

湯木博恵 3年ぶ り7度 目

①
｀
部誌
″「しゃとる」刊行によせて

笑い、怒 り、喜び、悲 しんだ 1年間

⑩

男子ダブルス

池田信孝・尾崎幹雄初優勝

0
海外トピックス

世界一楽しい歯医者さん
ほ
か

⑫

女子ダブルス

徳田敦子・高田幹子 3連勝

①

読者と編集者

新刊のご案内

0
年齢別単複

渡辺直人単複に優勝

①

われらのクラブ

納会要員の活躍華々しく

◇表紙デザイン・構成、本文カット=野間デザイン室

◇表紙。本文中写真撮影=赤星三樹 (使用カメラ/ニ コンFM レンズ/NIKKOR 20/35,50/14′ 200/2)
0今月の表紙=全 日本実業団選手権で3年 ,Iり に女王の座に返り咲いた湯木博恵



第29回全日本実業団選手権大会

ヨ
ネ
ッ
ク
ス
の
優
勝
は
、

最
後
ま
で
主
力
を
温
存

さ
せ
た
大
場
・
後
藤
の

活
躍
が
勝
国
の
第
１
。

第
２９
回
全
日
本
実
業
団
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
選
手
権
大
会
は
、
６
月
２２
日
か

ら
２７
日
ま
で
、
岡
山
市
、
倉
敷
市
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

例
年
の
こ
と
な
が
ら
、
連
日
３０
度

を
超
す
酷
署
の
中
、
各
選
手
は
団
体

戦
に
個
人
戦
に
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。
団
体
戦
は
、
男
子
は
ヨ
ネ
ッ
ク
ス

が
９
年
ぶ
り
２
度
日
、
女
子
は
サ
ン

ト
リ
ー
が
４
年
連
続
優
勝
を
飾
り
、

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
は
銭
谷
が
２
年
ぶ

り
４
度
日
、
ダ
ブ
ル
ス
は
池
田

。
尾

崎
組
が
初
の
タ
イ
ト
ル
、
女
子
シ
ン

グ
ル
ス
は
湯
木
が
３
年
ぶ
り
７
度
日
、

ダ
ブ
ル
ス
は
徳
田

・
高
田
組
が
３
連

勝
に
輝
き
ま
し
た
。

年
齢
別
で
は
、
３０
歳
以
上
シ
ン
グ

ル
ス
に
渡
辺
が
４
連
勝
、
同
ダ
ブ
ル

ス
は
渡
辺

。
金
子
組
が
初
優
勝
、
４０

歳
以
上
シ
ン
グ
ル
ス
は
高
橋
が
２
年

連
続
、
同
ダ
ブ
ル
ス
は
川
岡

・
河
野

組
が
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

▼
男
子
団
体
５
回
戦

電

電

東
京
　
　
　
川
崎
製
鉄
水

全
昼
示
）

３
１
０

島

（岡
山
）

関

東

自

工
　
　
　

松

下

電

機

（神
奈
川
）

３
１
０
　
　
（大
阪
）

（電腫剛勘一
３１０
脚跡引駒岬

カ

ワ

サ
キ
　
　
　
住

友

金

属

（東
京
）

３
１
０
　
（和
歌
山
）

高
岡
市
役
所

（富
山
）

電

電

近
畿

（大
阪
）

ト
ヨ
タ
自
工

（愛
知
）

ヨ

不ヽ

ッ
ク

ス

（東
京
）

▼
同
準
々
決
勝

電

電

東
京

３
１
０

関

東

自

工

カ

ワ

サ

キ

３
１
０

電
電
北
海
道

高
岡
市
役
所

ヨ
不ヽ
ッ
ク
ス

▼
同
準
決
勝

３
１
０

電

電

近
畿

３
１
０

ト
ョ
タ
自
工

３１０
カ
ヮサキ

（‐５‐５‐‐９‐０）０始　麒

（‐５‐５中‐‐６６）０鋳一　一時

（‐５‐５中‐‐・‐２）０吝「　一藤

横
浜
市
役
所

３
１
０
　
（神
奈
川
）

ス
ワ
ロ
ー
化

３
１
０

研

（大
阪
）

三
菱
電
機
長

崎

（長
崎
）

三
井
造
船
玉

野

（岡
山
）

電
田 尾 池 土 田 電

蓼  
崎
2  
田
2  委



バ ドミン トン界☆ 1979・ 8

ヨ
ネ
ッ
ク
ス

辻
長
谷
川

栂
野
尾

飯
　
野

長
谷
川
２

▼
同
決
勝

ヨ
不
ッ
ク
ス

栂
野
尾

飯
　
野

辻
長
谷
川

飯
　
野
２

辻
　
０

長
谷
川
２

（
ヨ
ネヨ

ネ
ッ
ク
ス
が
、
新
鋭
長
谷
川
の

加
入
で
ぐ
っ
と
戦
カ
ア
ッ
プ
し
た
上

に
、
大
場
、
後
藤
の
見
事
な
援
護
射

撃
に
よ
り
、
持
ち
駒
の
豊
富
さ
を
充

分
に
生
か
し
て
、
実
に
９
年
ぶ
り
、

２
度
目
の
優
勝
を
果
た
し
た
。

決
勝
は
、
ど
う
し
て
も
ダ
ブ
ル
ス

で
２
勝
を
挙
げ
た
い
電
電
東
京
が
、

ま
ず
池
田

・
尾
崎
組
の
奮
闘
で
、
栂

野
尾

・
飯
野
組
に
競
り
勝
ち
、
幸
先

の
良
い
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

し
か
し
、
新
コ
ン
ピ
の
辻

・
長
谷

川
組
は
、
フ
ァ
イ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
、
７

１
１０
の
劣
勢
を
逆
転
、
田
所

・
土
田

組
か
ら
１
時
間
に
わ
た
る
熱
戦
を
も

ざ
と
り
、
問
題
の
雌
雄
を
決
す
一戦
、

飯
野
対
尾
崎
の
第
１
シ
ン
グ
ル
ス
を

迎
え
た
。

飯
野
は
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
調

整
に
失
敗
し
た
の
か
、
こ
の
日
は
グ

ブ
ル
ス
か
ら
あ
の
強
力
な
ス
マ
ッ
シ

ュ
が
見
ら
れ
ず
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て

い
た
が
、
尾
崎
と
の
第
２
ゲ
ー
ム
で

そ
の
原
因
と
思
わ
れ
る
フ
ク
ラ
ハ
ギ

の
け
い
れ
ん
に
見
舞
わ
れ
た
。

第
１
ゲ
ー
ム
を
先
取
し
た
も
の
の
、

第
２
ゲ
ー
ム
９
オ
ー
ル
あ
た
り
か
ら
、

飯
野
は
し
き
り
に
屈
伸
運
動
を
繰
り

返
し
悲
愴
な
表
情
。

ラ
リ
ー
が
続
く
こ
と
を
恐
れ
る
飯

野
は
、
ス
マ
ッ
シ
ュ
と
ネ
ッ
ト
プ
レ

ー
に
冴
え
を
見
せ
、
１３
‐
Ｈ
と
り
‐

ド
を
す
る
が
、
尾
崎
も
飯
野
の
捨
て

身
の
ス
マ
ッ
シ
ュ
を
拾

っ
て
、
１３
オ

ー
ル
に
持
ち
込
ん
だ
。

こ
の
ゲ
ー
ム
を
落
と
せ
ば
、
飯
野

の
敗
北
は
衆
目
の
一致
す
る
と
こ
ろ
、

ム
ー
ド
は
尾
崎
に
傾
き
か
け
た
。

し
か
し
、
飯
野
は
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ

を
拒
み
短
期
決
戦
の
構
え
。

ビ
ッ
コ
を
ひ
き
な
が
ら
も
、
ス
マ

ッ
シ
ュ
と
ヘ
ア
ピ
ン
に
頼
っ
た
攻
撃

に
徹
し
、
う
ま
く
尾
崎
の
ミ
ス
を
誘

っ
て
、
ま
さ
に
満
身
創
庚
（そ
う
い
）

の
勝
利
で
あ
っ
た
。

第
２
シ
ン
グ
ル
ス
の
、
土
田
の
楽

勝
を
見
れ
ば
、
電
電
東
京
に
と
っ
て

は
痛
恨
の
一
敗
。

単
純
に
ゲ
ー
ム
を
観
戦
す
れ
ば
、

な
ぜ
も
っ
と
ラ
リ
ー
を
続
け
、
四
隅

を
突
か
な
か
っ
た
の
か
、
尾
崎
の
戦

法
に
疑
間
は
多
い
。

し
か
し
、
尾
崎
の
心
中
ウ
エ祭
す
る

な
ら
、　
一
概
な
判
定
を
下
し
て
し
ま

う
の
は
、
ま
た
酷
な
こ
と
か
も
知
れ

か
‘
い
。
今
に
も
倒
れ
る
寸
前
の
相
手
に
対

し
て
、
尾
崎
は
真
っ
向
か
ら
の
勝
負

を
挑
み
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、

正
面
か
ら
正
々
堂
々
と
戦
っ
て
勝
利

を
握
り
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、

そ
し
て
降
り
か
か
る
団
体
戦
優
勝
の

プ
レ
ッ
シ
ャ
‐‐。

飯
野
が
開
き
直
っ
た
歯
切
れ
を
見

せ
た
の
と
対
照
的
に
、尾
崎
に
は
幾
重

に
も
重
な
る
心
理
的
な
葛
藤

（か
っ

と
こ
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
…
…
。

‘
響

一
番
過
酷
と
い
わ
れ
る
実
業
団
な

ら
で
は
、
体
力
の
限
界
に
近
づ
け
ば

近
づ
く
ほ
ど
現
わ
れ
る
、
プ
レ
ー
ヤ

ー
の
心
理
劇
を
見
せ
て
く
れ
た
。

こ
の
試
合
の
、
飯
野
の
体
力
が
限

界
だ
っ
た
と
す
る
な
ら
、
や
は
り
陰

の
立
役
者
と
し
て
、
大
場

。
後
藤
組

の
活
躍
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

準
々
決
勝
ま
で
の
３
試
合
に
全
勝

し
、
チ
ー
ム
の
負
担
を
軽
く
し
た
こ

と
が
最
後
の
飯
野
の
頑
張
り
を
引
き

出
し
た
の
で
あ
る
。

ク
ス

爾賓貿i~~~高

菜 牧関米今需
役

沢 野 村 沢 泉 所

7卜 ‐t

lt警

9年、ぶりの優勝  ヨネックス・チーム
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第29回全日本実業団選手権大会

４
連
勝
は
琴
電
の
記
録

に
並
ぶ
偉
業
だ
が
、

味
は
記
録
の
更
新
か
？

対
抗
馬
の
台
頭
か
？

▼
女
子
団
体
３
回
戦

サ
ン
ト
リ
ー
３

１

０

（大
阪
）

百
十
四
銀
行
３

１

０

（香
川
）

ヨ
ネ

ッ
ク

ス

３

１

０

（古企
示
）

旭
光
学
益
子

（栃
本
）

高
松
琴
平
電

３
１
０

鉄

（香
川
）

日

立

化
成

（茨
城
）

Ｋ
Ｄ
Ｄ
茎
示

（東
京
）

富
士
重
工
群

馬

（群
馬
）

日
本

電
装

（愛
知
）

住
友
金
属
鋼

管

盆
（庫
）

▼
同
準
決
勝

サ
ン
ト
リ
ー

徳
一　
田
２

一品
　
田
谷
秋
　
本
２

東
海
林
２

カ

ワ

サ

キ

湯

木

千
　
葉
２

近
　
藤
２

▼
同
決
勝

サ
ン
ト
リ
ー

徳
　
田

高
　
田

０
三
　
田

電

電

東
京

　
　
　
ト
ヨ
タ
自
工

（茎

示
）

３
１
１
　

（愛
知
）

関

東

自

工
　
　

　

学
習
研
究
社

（神
奈
川
）　
　
　
　
（東
京
）

カ

ワ

サ

キ
　
　
　
　
住
友
金
属
鹿

（東
京
）
　
　
　
　
島

（茨
城
）

▼
同
準
々
決
勝

サ
ン
ト
リ
ー

３
１
０

百
十
四
銀
行

ヨ
ネ
ッ
ク
ス

３
１
０

旭
光
学
益
子

電

電

東

京

３
１
１

琴

平

電
鉄

カ

ワ

サ
キ

３
１
０

関

東

自

工

３
１
１

カ

ワ

サ

キ

（‐８‐５‐‐‐６６）０彬　財

谷
秋

本

東
海
林
０

徳
一　
田
２

（サ
ン
ト
リ

創
部
以
来
、
負
け
知
ら
ず
の
快
進

撃
を
続
け
る
サ
ン
ト
リ
ー
に
、
″待
っ

回[EEE!
」米霞臭ガ関」飯

'

田 倉 京 塚 塚 根 田 野 ス

千  渡 近

葉  辺 藤
1      2

Ξ□
=1      0米  桜 坂

倉  井 林

T干 干♀♀15 f T
様じ U型
農 是  易  渡近目V藤  木  辺 藤



バ ドミントン界☆ 1979・ 8

た
″
を
か
け
る
の
は
ど
の
チ
ー
ム
か

興
味
は
そ
の
一点
に
絞
ら
れ
て
い
た
。

が
、
勢
い
に
乗
る
サ
ン
ト
リ
ー
は
、

初
戦
か
ら
ま
っ
た
く
危
な
げ
な
く
ス

ト
レ
ー
ト
で
勝
ち
進
み
、
３
年
連
続

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
貫
禄
を
示
し
て
決

勝
進
出
を
決
め
た
。

一
方
、
カ
ワ
サ
キ
は
地
元
出
身
の

湯
木
、
近
藤
を
軸
に
、
こ
れ
も
余
力

を
残
し
て
決
勝
へ
駒
を
進
め
た
。

３
年
連
続
の
対
戦
と
な
っ
た
決
勝

だ
っ
た
が
、
戦
前
の
予
想
に
反
し
て

近
藤
が
思
わ
ぬ
不
振
。

不
動
の
オ
ー
ダ
ー
の
サ
ン
ト
リ
ー

に
対
し
、
カ
ワ
サ
キ
は
シ
ン
グ
ル
ス

で
逆
転
の
望
み
を
託
し
、
徳
田
に
近

藤
を
配
し
た
が
、
こ
れ
が
近
藤
の
ス

ラ
ン
プ
に
よ
り
、
あ
っ
け
な
い
幕
切

れ
と
な
っ
た
。

サ
ン
ト
リ
ー
の
勝
因
は
、
徳
田
、

高
田
の
活
躍
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

ダ
ブ
ル
ス
の
谷

・
秋
本
組
の
充
実
、

シ
ン
グ
ル
ス
の
東
海
林
の
成
長
が
特

筆
さ
れ
る
。

谷

・
秋
本
組
は
、
従
来
の
粘
り
強

さ
と
と
も
に
、
こ
こ
一
本
の
コ
ン
セ

ン
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
素
晴
ら
し
く
、

気
力
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
試
合
ぶ
り

だ
っ
た
。

東
海
林
も
、
力
強
さ
、
試
合
の
駆

け
引
き
で
た
く
ま
し
さ
を
増
し
、
今

や
完
全
に
サ
ン
ト
リ
ー
で
徳
田
に
次

ぐ
２
番
手
と
し
て
、
貴
重
な
シ
ン
グ

ル
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
な
っ
た
。

女
子
は
、
第
８
シ
ー
ド
ま
で
が
順

当
に
準
々
決
勝

へ
勝
ち
進
ん
だ
が
、

不
運
だ
っ
た
の
は
百
十
四
銀
行
。

フ
ァ
イ
タ
ー

・
牛
田
が
、
東
海
林

か
ら
第
１
ゲ
ー
ム
を
奪
い
、　
一
矢
を

報
い
る
か
と
思
わ
れ
た
が
、
突
然
の

肉
離
れ
の
た
め
棄
権
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
の
は
、
不
運
と
し
か
い
い
よ
う

が
な
い
。

個
人
戦
で
も
、
波
乱
の
目
と
な
る

要
素
が
十
分
だ
っ
た
だ
け
に
残
念
。

ベ
テ
ラ
ン
健
在
を
示
し
た
の
が
東

条
文
子

（旧
性
横
井
）。

琴
平
電
鉄
を
率
い
て
２
勝
を
挙
げ

か
つ
て
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
片
鱗
を

見
せ
て
く
れ
た
。

新
鋭
で
は
、
三
田

（電
電
東
京
、

藤
園
女
学
園
出
身
）
の
は
つ
ら
つ
と

し
た
動
き
が
印
象
的
、
米
倉
と
組
ん

だ
ダ
ブ
ル
ス
は
、
今
後
大
い
に
楽
し

み
で
あ
る
。

カワサキは 3年連続の決勝進出だったが

破竹の勢いで 4連勝のサントリー
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昨
年
の
敗
戦
を
糧
に
成

長
し
た
銭
谷
、
脂
の
乗

り
き
っ
た
土
日
、
こ
れ

に
肉
薄
す
る
の
は
？

▼
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
５
回
戦

土
田
　
証
雄
　
　
　
　
遠
藤
　
好
男

（電
電
東
京
）
２
１
０
（電
電
北
海
道
）

日
下
　
　
昇
　
　
　
　
長
谷
川
博
幸

（百
十
四
銀
行
）
　

　

（ョ
ネ
ッ
ク
ス
）

今
泉
　
　
勉
　
　
　
　
尾
崎
　
幹
雄

言
岡
市
役
所
）
　

　

（電
電
東
京
）

栂
野
尾
昌

一　
　
　
　
谷
口
　
　
寛

（ヨ
ネ
ッ
ク
ス
ン
‐
０
（ト
ヨ
タ
自
工
）

飯
野
　
佳
孝
　
　
　
　
川
村
　
桂
司

２

１

０

（ヨ
ネ
ッ
ク
ス
）
　

　

（住
金
和
歌
山
）

銭
谷
　
欽
治
　
　
　
　
大
場
　
和
博

（
カ
ワ
サ
キ
）
２
１
０
（ぞ
不
ッ
ク
ス
）

米
　
　
正
隆
　
　
　
　
菅
原
　
敬
二

（北
陸
コ
カ
）
２
１
０
（ト
ヨ
タ
自
工
）

辻
　
　
敏
弘
　
　
　
　
田
所
　
光
男

２

１

０

（ヨ
ネ
ッ
ク
ス
）
　

　

（電
電
東
京
）

▼
同
準
々
決
勝

土　田２
（‐５‐５‐‐‐‐６）０日　下

栂野尾２
（‐５‐７‐‐６‐４）０今　泉

銭
　
谷
２

辻
　
２

▼
同
準
決
勝

土
　
田
２

銭
　
谷
２

▼
同
決
勝

第29回全日本実業団選手権大会

15 15 15 15 11    15 15 15 15
1   1   1   1   1      1   1   1   1
2  6  7  4 15    13 5  4  0

⌒  銭
銭
谷  谷
は    2
2 _

無
1,1,lF

り  1  3 18
4 ~`~~~_/

B芝      1
日  土

田

０
飯
　
野

０
　
米

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
は
、
全
般
に
ベ

ー
栂
野
尾
　
　
・τ
フ
ン
勢
が
活
躍
、
ベ
ス
ト
８
入
り

で
日
下

（百
十
四
銀
行
）
が
長
谷
川

０
　
辻
　
　
　
市
（御
』
っ
″
慇
」

（
を
夢
計
棘
京
（「
綱

降
し
て
勝
ち
上
が
っ
た
。

日
下
対
長
谷
川
は
、
長
谷
川
が

一

発
の
力
に
頼
っ
て
単
調
な
攻
撃
に
な

る
の
に
対
し
、
日
下
は
丁
寧
に
よ
く

拾
っ
て
か
ら
逆
襲
、
特
に
左
右
か
ら

の
ク
ロ
ス
ス
マ
ッ
シ
ュ
が
、
長
谷
川

の
逆
モ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ
た
。

長
谷
川
も
、
フ
ァ
イ
ナ
ル
ゲ
ー
ム

の
３
１
１３
か
ら
よ
く
挽
回
し
た
が
、

時
す
で
に
遅
く
社
会
人
の
ス
タ
ー
ト

を
ベ
ス
ト
ー６
で
終
っ
て
し
ま
っ
た
。

今
泉
対
尾
崎
は
、
例
に
よ
っ
て
今

―
■

6
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泉
が
得
意
の
カ
ッ
ト
戦
法
と
し
ぶ
と

い
粘
り
を
見
せ
、
ス
チ
ー
ル
ラ
ケ
ッ

ト
に
替
え
て
威
力
を
増
し
た
尾
崎
の

ス
マ
ッ
シ
ュ
を
封
し
た
か
っ
こ
う
、

柔
よ
く
剛
を
制
し
た

一
番
だ
っ
た
。

そ
し
て
、
が
‘
フ
ン
の
中
で
最
も

光
っ
た
の
は
、
今
年
３２
歳
に
な
る
栂

野
尾
。
初
戦
か
ら
、
宮
崎
（サ
ン
ト
リ
ー
）

の
食
い
下
が
り
に
会
い
苦
し
い
ス
タ

ー
ト
を
切
っ
た
が
、
谷
口

（ト
ヨ
タ

自
工
）
戦
、
今
泉
戦
と
尻
上
が
り
に

調
子
を
取
り
戻
し
、
団
体
、
個
人
戦

ダ
ブ
ル
ス
の
汚
名
を
そ
そ
い
だ
。

準
決
勝
の
土
田
戦
で
は
、
第
１
ゲ

ー
ム
見
事
な
フ
ォ
ア
か
ら
の
ス
ト
レ

ー
ト
ス
マ
ッ
シ
ュ
、
確
実
な
ク
リ
ア

ー
で
先
取
し
、
あ
わ
や
と
思
わ
せ
た
。

こ
の
日
の
、
栂
野
尾
の
体
力
、
意

気
込
み
か
ら
、
フ
ァ
イ
ナ
ル
ゲ
ー
ム

も
予
断
を
許
さ
な
か
っ
た
が
、

「ラ

ブ

・
オ
ー
ル
」
の
コ
ー
ル
直
後
、
土

田
の
サ
ー
ビ
ス
を
ス
ト
レ
ー
ト
ス
マ

ッ
シ
ュ
で
決
め
た
と
思
っ
た
の
を
、

「
ア
ウ
ト
」
と
判
定
さ
れ
ガ
ッ
ク
リ
。

こ
の
あ
た
り
か
ら
、
栂
野
尾
の
ス

マ
ッ
シ
ュ
が
め
っ
き
り
少
な
く
な
り
、

同
時
に
集
中
力
を
欠
い
て
き
た
よ
う

だ
っ
た
。

「
自
信
が
あ
る
ん
だ
」
と
、
日
の

中
で
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
プ
レ
ー
を
続

行
し
た
も
の
の
、
こ
れ
が
微
妙
な
影

響
を
与
え
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

昨
年
の
覇
者

・
土
田
は
、
栂
野
尾

戦
こ
そ
フ
ァ
イ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
に
持
ち

込
ま
れ
た
も
の
の
、
団
体
戦
か
ら
通

じ
て
安
定
し
た
力
を
発
揮
し
て
決
勝

へ
進
出
し
た
。

一
方
、
昨
年
唯

一
の
敗
戦
を
こ
の

実
業
団
で
記
録
し
た
銭
谷
は
、
慎
重

の
上
に
も
慎
重
を
期
し
た
戦
い
ぶ
り
。

準
々
決
勝
の
飯
野
戦
、
準
決
勝
の

辻
戦
を
、
完
壁
な
試
合
運
び
で

一
蹴

し
て
、
こ
れ
ま
た
勇
躍
決
勝

へ
勝
ち

上
が
っ
た
。

第
１
ゲ
ー
ム
は
、
互
い
に
強
烈
な

ス
マ
ッ
シ
ュ
を
打
ち
合
っ
て
、　
一
進

一
退
の
攻
防
が
激
し
く
続
い
た
が
、

攻
撃

一
本
に
徹
し
た
土
田
が
僅
か
に

ま
さ
っ
て
先
取
。

し
か
し
、
ダ
ブ
ル
ス
２
試
合
を
消

化
し
た
土
田
は
、
第
１
ゲ
ー
ム
で
ス

タ
ミ
ナ
を
使
い
切
っ
て
、
第
２
ゲ
ー

ム
か
ら
は
、
な
す
術
な
く
、

「第
１

ゲ
ー
ム
は
打
ち
過
ぎ
て
失
敗
し
た
の

で
、
第
２
ゲ
ー
ム
は
相
手
を
回
し
て

い
く
作
戦
に
切
り
替
え
た
」

（銭
谷

選
手
談
）
と
い
つ
術
中
に
は
ま
っ
て

力
尽
き
た
。

銭
谷
は
、
好
調
さ
に
溺
れ
る
こ
と

な
く
試
合
の
流
れ
を
的
確
に
読
み
取

り
、
第
１
ゲ
ー
ム
こ
そ
落
と
し
た
が

ま
ず
は
完
勝
か
。

こ
れ
か
ら
も
、
心
技
体
と
も
に
脂

の
乗
っ
て
き
た
両
者
の
、
雌
雄
を
決

す
る
戦
い
が
自
熱
化
し
そ
う
で
あ
る
。

優
勝
し
た
銭
谷
欽
治
選
手
の
話
…
…

ト
マ
ス
杯
か
ら
好
調
だ
っ
た
の
で
、

几
ミ
ス
だ
け
を
気
を
つ
け
て
い
た
。

織
目

去
年
の
こ
の
大
会
で
負
け
て
い
る
の

で
、
今
年
は
何
が
何
で
も
勝
ち
た
か

っ
た
。
自
分
で
は
だ
い
た
い
予
想
通

り
の
試
合
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
る
。

絶好調、いりを発揮、 4度 目の優勝銭谷選手またしても決勝で涙を飲んだ土田選手

″

tふ

藝二
壼ニワ
．
　
ヽ

ら̈

▲
ｒ

¬
1

ロ
畿

ベ
プ
雀
ず

7憫

し
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湯
木
の
充
実
ぶ
り
、

倉
の
進
境
だ
け
が
や
け

に
目
立
っ
た
の
は
、
２

人
の
力
が
抜
群
な
の
か
。

▼
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
４
回
戦

近
藤
　
小
織
　
　
　
　
原
口
　
恵
子

（カ
ワ
サ
キ
）
　
　
　
（サ
ン
ト
リ
ー
）

谷
　
美
津
代
　
　
　
　
小
寺
　
裕
美

２

１

０

（サ
ン
ト
リ
ー
）
　

　

（岡
山
市
役
所
）

千
葉
　
陽
子
　
　
　
　
高
田
　
幹
子

（カ
ワ
サ
キ
）
　
　
　
（サ
ン
ト
リ
ー
）

米
倉
よ
し
子
　
　
　
　
横
山
ナ
ル
ミ

（電
電
東
京
）　
　
　
（サ
ン
ト
リ
ー
）

湯
木
　
博
恵
　
　
　
　
日
山
　
裕
子

２

１

０

（カ
ワ
サ
キ
）　
　
　
　
（旭
光
学
）

徳郷赫嘔耐
ワ‐ｏ

秋
本
　
幸
子

（サ
ン
ト
リ
ｌ
η
‐
０

徳
田
　
敦
子

（サ
ン
ト
リ
ー
ロ
‐
０

▼
同
準
決
勝

近
　
藤
２

米

倉
２

関
根
　
和
子

（ヨ
ネ
ッ
ク
ス
）

沢
内
真
由
美

（カ
ワ
サ
キ
）

三
日
知
佳
子

（電
電
東
京
）

１
　
谷

０
千

葉

湯
　
木
２

徳
　
田
２

」ilil

11 11 11 11 7
1 1 1 1 1
113411

▼
同
準
決
勝

米　倉２
（‐‐‐‐‐‐８５）０近

湯　木２
（‐‐‐‐‐‐４３）０徳

１
東
海
林

０
秋
　
本

▼
同
決
勝

湯
　
木
２

一‐‐１１ ５
‐ ‐ １
３ ５ ‐‐
一
１
米
　
倉

（湯
木
は
３
年
ぶ
り
７
度
目
）

う
だ
る
よ
う
な
連
日
の
暑
さ
で
、

次
第
に
動
作
が
緩
慢
に
な
っ
て
い
く

選
手
、
日
に
見
え
て
集
中
力
を
失
っ

て
い
く
選
手
、
そ
の
中
で
積
極
的
に

コ
ー
ト
ヘ
出
て
調
整
に
励
ん
で
い
た

２
人
が
、
決
勝
へ
進
出
し
た
湯
木
、

米
倉
の
両
選
手
で
あ
っ
た
。

湯
木
は
、
個
人
戦
の
エ
ン
ト
リ
ー

を
シ
ン
グ
ル
ス
一
本
に
絞
っ
た
余
裕

か
ら
か
、
米
倉
は
、
伸
び
盛
り
の
意

欲
か
ら
か
、
と
に
か
く
２
人
か
ら
は

シ
ン
グ
ル
ス
を
制
す
る
覇
気
が
流
れ

て
い
た
。

試
合
は
、
ま
ず
若
い
米
倉
が
リ
ー

トヽー。速
い
ク
リ
ア
ー
と
力
強
い
ス
マ
ッ

シ
ュ
を
組
み
合
わ
せ
、
ス
ピ
ー
ド
で

藤



押
し
ま
く
り
、
第
１
ゲ
ー
ム
を
先
取
。

し
か
し
、
Ｆ
ム
の
子
は
ス
ロ
ト
ス

タ
ー
タ
ー
だ
か
ら
、
き
っ
と
勝
っ
て

く
れ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
、
安
心
し

て
見
て
い
ま
し
た
」

（湯
木
選
手
の

お
母
さ
ん
談
）
の
言
葉
ど
お
り
、
落

ち
着
い
た
湯
木
は
、
前
後
左
右
へ
丹

念
に
ゆ
さ
ぶ
り
を
か
け
て
、
若
い
米

倉
の
ア
セ
リ
を
誘
い
出
し
、
第
２
ゲ

ー
ム
０
１
４
か
ら

一
気
に
逆
転
。

湯
木
の
丁
寧
な
配
球
は
、
ミ
ス
を

誘
発
さ
せ
る
と
同
時
に
、
米
倉
の
ス

タ
ミ
ナ
を
吸
い
取
る
よ
う
に
、
追
い

つ
め
て
い
く
。

フ
ァ
イ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
の
湯
木
は
、

完
全
に
全
盛
時
の
も
の
。

ス
タ
ミ
ナ
を
奪
い
取
っ
た
後
か
ら
、

ゆ
っ
く
り
と
得
点
し
て
、
偉
大
な
記

録
へ
ま
た
新
し
い
１
ぺ
―
ジ
を
加
え

た
。敗
れ
た
と
は
い
え
、
米
倉
も
持
ち

味
の
ス
ピ
ー
ド
攻
撃
を
駆
使
し
て
善

戦
、
徳
田
、
近
藤
が
低
迷
し
て
い
る

と

″ポ
ス
ト
湯
木
″
の
担
い
手
と
な

る
だ
ろ
う
。

コ
肩
の
荷
を
降
ろ
し
て
あ
げ
て
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
楽
し
ま
せ
て
や
り

た
い
」
（湯
木
選
手
の
お
母
さ
ん
談
）

だ
ろ
う
が
、
現
状
で
は
ま
だ
ま
だ
そ

れ
を
許
さ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
，コ
」で
も
サ
ン
ト
リ
ー
は
、

ベ
ス
ト
‐６
の
７
人
、
ベ
ス
ト
８
の
４

人
を
占
め
、
層
の
厚
さ
は
年
々
増
し

て
い
く

一
方
で
あ
る
。

僅
か
に
８
シ
ー
ド
を
破
ぢ
た
の
は
、

千
葉
１
人
。

小
さ
な
山
か
ら
勝
ち
抜
い
て
、
４

試
合
目
に
高
田
ど
対
戦
し
、
フ
ァ
イ

ナ
ル
の
長
い
試
合
の
末
、
８
入
り
を

果
た
し
た
。

体
力
、
気
力
と
も
に
ま
だ
ま
だ
充

分
に
や
れ
そ
う
で
あ
る
。

優
勝
し
た
湯
木
博
恵
選
手
の
話
…
…

地
元
だ
け
に
勝
ち
た
か
っ
た
。
シ

ン
グ
ル
ス
に
絞
っ
た
の
で
、
体
力
的

に
は
余
裕
が
あ
っ
た
。
サ
ー
ビ
ス
で

は
な
く
エ
ン
ド
を
取
っ
た
の
が
最
終

的
に
は
良
か
っ
た
。
で
き
れ
ば
団
体

戦
に
勝
ち
た
か
っ
た
が
…
…
。

偉大な記録へ |ペ ージを加えた湯木選手

"｀
ポスト湯木

″
をねらう米倉選手
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遠 木

藤 村
2

15 15
1 1
13 5

0
坂 山

本 本

0
遠 木

藤 村

▼
同
準
決
勝

卸　一］２
（‐５‐５‐‐［６９）

（池
田

・
尾
崎
組
は
初
優
勝
）

戦
前
か
ら
優
勝
候
補
の
筆
頭
に
挙

げ
ら
れ
、
大
会
５
連
覇
を
目
指
し
て

い
た
栂
野
尾

・
飯
野
（
ヨ
不
ッ
ク
ス
）

組
が
、
早
く
も
４
回
戦
で
山
本

・
坂

脚　Ｍ２
（‐８‐５‐‐‐３７）０

▼
同
決
勝

が :

ヽ :

そ :

れ :

よ :

り :

気 :

力 :

長  尾 池 土 田
谷 辻
川  崎 田 田 所
2     2      2

15 15 15 15 15 15 10
1 1 1 1 1 1 1
10 9  5  9 10 8 15

牧 今 角 銭 後 大

野 泉 田 谷 藤 場

尾 池

崎 田
2

15 10 17
1 1 1
10 15 14

1

土 田  長
谷 辻

田 所  川

本

（ト
ヨ
タ
自
工
）
組
に
敗
れ
、
番

狂
わ
せ
と
な
っ
た
。

前
日
の
団
体
戦
で
消
耗
し
切
っ
た

飯
野
に
ま
っ
た
く
精
彩
な
く
、
山
本

・
坂
本
組
の
殊
勲
も
あ
る
が
、　
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
調
整
に
失
敗
し
た
栂
野

尾
組
と
い
え
よ
λ

山
本

・
坂
本
組
は
、
巧
者
山
本
と

若
い
坂
本
が
積
極
的
に
攻
撃
を
仕
掛

け
、
果
敢
に
打
ち
ま
く
っ
て
栂
野
尾

組
に
反
撃
の
糸
口
を
与
え
な
か
っ
た
。

池
田
の
好
リ
ー
ド
が
尾

崎
の
強
打
を
引
き
出
し

た :勝
ち
と
い
っ
た
格
好
″

▼
男
子
ダ
ブ
ル
ス
４
回
戦

山
本

・
坂
本
　
　
　
栂
野
尾
。飯
野

（ト
ヨ
タ
自
工
）
　

（
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
）

木
村

・
遠
藤

２
１
０

後
藤

。
芹
沢

（電
電
北
海
道
）
　

（日
本
自
変
機
）

大
場

・
後
藤
　
　
　
　
米
沢

・
宮
林

２

１

０

（
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
）
　

（一局
岡
市
役
所
）

田
所

・
土
田
　
　
　
　
高
橋

・
栗

（重
電
基
示
）
　

　

　

（関
東
自
工
）

池
田

・
尾
崎
　
　
　
　
丸
山

・
秋
庭

２

１

０

（電
電
一墨
示
）
　

　

（鶴
岡
市
役
所
）

銭
谷

・
角
田
　
　
　
　
山
崎

・
菅

（カ
ワ
サ
キ
）
　

　

　

（関
東
自
工
）

辻

・
長
谷
川
　
　
　
　
梶
川

・
磯
野

（
ョ
ネ
ッ
ク
ス
）
　

（ト
ヨ
タ
自
工
）

今
泉

・
牧
野
　
　
　
　
宮
崎

・
森
下

（高
岡
市
役
所
）
　

（サ
ン
ト
リ
ー
）

▼
同
準
々
決
勝

10
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相
手
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
不
充

分
だ
っ
た
と
は
い
え
、
勝
ち
は
勝
ち
、

こ
の
実
績
が
自
信
に
つ
な
が
れ
ば
、

今
後
の
活
躍
も
夢
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

こ
の
山
本
組
を
破

っ
て
、
ベ
ス
ト

４
へ
進
出
し
た
の
が
木
村

・
遠
藤
組
。

安
定
し
た
レ
シ
ー
ブ
カ
を
基
盤
に
、

冷
静
な
試
合
運
び
は
さ
す
が
ベ
テ
ラ

ン
の
域
か
。

欲
を
い
え
ば
、
遠
藤
の
ス
マ
ッ
シ

ュ
カ
に
往
年
の
切
れ
味
が
戻
れ
ば

一

層
の
期
待
が
持
て
る
は
ず
。

栂
野
尾
組
が
姿
を
消
し
た
た
こ
と

で
、　
一
躍
ク
ロ
ー
ズ
ア
ツ
プ
さ
れ
た

の
が
辻

。
長
谷
川

（
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
）

組
の
ト
マ
ス
・
カ
ッ
プ
若
手
コ
ン
ビ
。

両
者
と
も
、
長
身
か
ら
の
爆
発
的

な
ス
マ
ッ
シ
ュ
カ
が
売
り
物
な
だ
け

に
、
団
体
戦
で
も
田
所

。
土
田

（
ヨ

ネ
ッ
ク
ス
）
組
を
降
し
た
実
績
か
ら
、

個
人
戦
で
も
優
勝
争
い
に
加
わ
る
こ

と
は
必
至
と
思
わ
れ
た
。

予
想
通
り
、
順
調
に
勝
ち
進
ん
だ

辻
組
は
、
準
々
決
勝
で
昨
年
準
優
勝

の
北
陸
の
雄
、
今
泉

・
牧
野

（高
岡

市
役
所
）組
を

「練
習
不
足
だ
っ
た
」

（今
泉
談
）
と
は
い
え
、
ス
ト
レ
ー

ト
に
破
っ
て
実
力
の
片
鱗
を
見
せ
た
。

勢
い
に
乗
る
若
手
コ
ン
ビ
は
、
準

決
勝
で
こ
の
大
会
初
優
勝
に
意
地
を

見
せ
る
電
電
東
京
の
古
豪
、
池
田

・

尾
崎
組
と
激
突
し
た
。

し
か
し
、
辻

・
長
谷
川
組
は
緊
張

の
た
め
や
や
硬
さ
が
み
え
、
ス
マ
ッ

シ
ュ
の
バ
ッ
ク
ア
ウ
ト
が
多
く
自
滅
、

第
２
ゲ
ー
ム
は
リ
ー
ド
を
保
っ
て
先

に
１３
点
を
取
っ
て
フ
ァ
イ
ナ
ル
ゲ
ー

ム
に
も
つ
れ
こ
む
か
と
思
わ
れ
た
が
、

大
事
な
場
面
で
ジ
ャ
ッ
ジ
ミ
ス
な
ど

几
ミ
ス
を
重
ね
て
、
惜
し
く
も
決
勝

進
出
は
な
ら
な
か
っ
た
。

池
田

・
尾
崎
組
は
、
例
に
よ
っ
て

池
田
の
巧
リ
ー
ド
と
、
ス
チ
ー
ル
ラ

ヶ
ッ
ト
に
替
え
た
尾
崎
の
ス
マ
ィ
ン

ュ
が
よ
く
噛
み
合
い
、
特
に
決
勝
戦

で
は
尾
崎
が
抜
群
の
当
た
り
を
見
せ
、

念
願
の
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

惜
し
く
も
優
勝
は
な
ら
な
か
っ
た

が
、
田
所

・
土
田
組
も
こ
れ
に
優
る

と
も
劣
ら
ぬ
好
調
さ
で
大
激
戦
を
演

じ
た
。
手
の
内
を
知
っ
た
者
同
士
の
決
勝

と
い
う
こ
と
で
、
試
合
は
長
い
ラ
リ

ー
の
応
酬
が
続
き
、
最
近
で
は
珍
ら

し
い
持
久
戦
と
な
っ
た
が
、
フ
ァ
イ

ナ
ル
ゲ
ー
ム
、
４
１
５
か
ら

一
気
に

８
ポ
イ
ン
ト
を
加
え
た
池
田
組
が
、

田
所
組
の
追
撃
を
振
り
切
っ
て
、
長

い
ゲ
ー
ム
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
っ
た
。

優
勝
し
た
池
田
信
孝
選
手
の
話
…
…

尾
崎
が
団
体
戦
の
雪
辱
を
し
て
頑
張

っ
て
く
れ
た
。
今
大
会
の
よ
つ
に
暑

く
、
条
件
の
悪
い
と
き
ほ
ど
、
精
神

力
、
気
力
が
モ
ノ
を
い
つ
も
の
だ
。

そ
れ
は
や
は
り
練
習
か
ら
生
ま
れ
て

く
る
も
の
で
、
若
手
は
も
っ
と
や
ら

・ヽ
や
―！
‥
‥
Ъ

尾
崎
幹
雄
選
手
の
話
…
…
団
体
戦
で

ぶ
ざ
ま
な
負
け
方
を
し
た
の
で
、
気

合
が
入
り
ま
し
た
。
ダ
ブ
ル
ス
は
団

体
戦
で
栂
野
尾

・
飯
野
組
に
勝
っ
て

自
信
が
つ
き
ま
し
た
。

//

農

▼

彎||り ,1111:l:"r｀
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初優勝の感激、池田・尾崎組
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第29回全日本実業団選手権大会

徳
田
・
高
日
の
堅
城
ゆ

る
が
ず
、
向
う
と
こ
ろ

敵
な
し
て
ま
た
ま
だ
連

勝
記
録
を
伸
ば
し
そ
う
。

▼
女
子
ダ
ブ
ル
ス
４
回
戦

徳
田

・
高
田
　
　
　
　
平
子

・
管
瀬

２

１

０

（サ
ン
ト
リ
ー
）　
　
　
（本
田
技
研
）

米
倉

・
三
田
　
　
　
　
阪
口
・
榎
並

２

１

０

（電
電
東
京
）
　

　

　

（滋
賀
銀
行
）

東
海
林
。原
口
　
　
　
　
千
葉

・
沢
内

２

１

０

（サ
ン
ト
リ
ー
）
　
　
　
（カ
ワ
サ
キ
）

関
根

。
大
塚
　
　
　
　
上
野

・
海
賀

（ヨ
ネ
ッ
ク
ス
）　
　
　
（旭
光
学
）

平
井

・
山
田
　
　
　
　
稲
垣

・
高
田

２

１

０

（琴
平
電
鉄
）
　

　

　

（Ｋ
Ｄ
Ｄ
）

近
藤

・
渡
辺

２
１
０

葛
西

・
横
山

（カ
ワ
サ
キ
）
　

　

　

（サ
ン
ト
リ
ー
）

日
向
野
・日
山
　
　
　
　
飯
野

・
土
田

２

１

０

（旭
光
学
）
　
　
　
　
（マ
不
ッ
ク
ス
）

谷
　
・
秋
本
　
　
　
　
崎
野

・
松
本

２

１

０

（サ
ン
ト
リ
ー

）
　

　

（住
金
和
歌
山
）

▼
同
準
々
決
勝

帥一　回２
（‐５‐８‐‐‐０‐５）０卦　畦

瑚　卿２
（‐５‐５‐‐２３）０膊海琳

谷
秋
　
本

▼
同
準
決
勝

徳
　
田

一尚
　
田
谷
秋

本

▼
同
決
勝

山 平

田 井
2

15 15 15 15
1 1 1 1
11 10 14 10

0     0

lijl:fi
0      1
蠍

卿

趾

畑

弊

日
向
野
　
　
　
準
々
決
勝
に
進
出
し
た
８
組
の
ペ

日
　
山
　
　
ア
の
う
ち
、
米
倉

・
三
田

（電
電
東

京
）、
東
海
林
・原
口
（サ
ン
ト
リ
ー
）、

関
　
根
　
　
関
根

・
大
塚

（
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
）
の
フ

大
　
塚
　
　
レ
ッ
シ
ュ
・
ペ
ア
が
注
目
を
集
め
た
。

平
　
井
　
　
　
一一一田
は
米
倉
と
同
じ
藤
園
女
子
出

山
　
田
　
　
身
、
原
回
は
四
条
畷
出
身
で
二
年
生

の
と
き
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

・
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
。
そ
し
て
関
根

・
大
塚
は
い

う
ま
で
も
な
く
日
体
基
牛
の
名
コ
ン

ビ
＝
イ
ン
カ
レ
・
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
。

米
倉
の
ス
ピ
ー
ド
感
あ
ふ
れ
る
攻

撃
型
プ
レ
ー
に
劣
ら
ぬ
積
極
的
な
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
を
展
開
し
た
三
田
だ
っ

た
が
、
準
々
決
勝
の
徳
田

上
局
日
の

壁
は
厚
か
っ
た
。

第
１
ゲ
ー
ム
こ
そ
１３
オ
‐
ル
の
セ

ッ
テ
ィ
ン
グ
に
も
つ
れ
た
が
、
第
２

ゲ
ー
ム
は
１０
本
ど
ま
り
の
ス
ト
レ
ー

魃

□
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卜
負
け
だ
っ
た
。

そ
し
て
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
コ
ン
ビ
同

士
の
対
決
と
な
っ
た
関
根

。
大
塚
×

東
海
林

・
原
日
の
一
戦
は
、
関
根

・

大
塚
が
イ
ン
カ
レ
・
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

の
実
力
を
見
せ
つ
け
た
。
や
は
り
原

回
は
、
高
校
時
代
か
ら
の
ダ
ブ
ル
ス

に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
不
足
が
否
め
な

か
っ
た
。

平
井

・
山
田
が
近
藤

・
渡
辺
を
フ

ァ
イ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
の
末
、
破
っ
た

一

戦
は
見
ご
た
え
が
あ
っ
た
。
こ
の
試

合
、
近
藤

・
渡
辺
は
出
足
よ
く
１５
‐

８
で
第
１
ゲ
ー
ム
を
先
取
。
こ
の
ま

ま
ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち
か
と
思
わ
れ
た

が
、
第
２
ゲ
ー
ム
に
入
る
や
、
平
井

組
は
近
藤
組
の
攻
撃
を
徹
底
的
に
拾

い
ま
く
っ
た
。
そ
れ
が
近
藤

・
渡
辺

の
あ
せ
り
を
誘
い
、
１５
‐
８
で
フ
ァ

イ
ナ
ル
ヘ
と
勝
負
は
も
ち
込
ま
れ
た
。

そ
の
フ
ァ
イ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
で
も
、

平
井

・
山
田
の
調
子
は
衰
え
ず
、
１５

‐
‐２
で
突
き
離
し
た
。

準
決
勝
に
進
出
し
た
サ
ン
ト
リ
ー

勢
は
、
団
体
戦
の
勢
い
を
そ
の
ま
ま

発
揮
し
、
そ
ろ
っ
て
決
勝

へ
勝
ち
あ

が
っ
た
。

関
根

。
大
塚
は
徳
田

・
高
田
の
牙

城
に
せ
ま
っ
た
が
、
団
体
戦
か
ら
の

連
戦
で
疲
労
の
色
濃
く
、
惜
し
く
も

決
勝
進
出
は
な
ら
な
か
っ
た
。

手
の
内
を
知
り
つ
く
し
た
同
士
の

対
戦
の
た
め
か
、
決
勝
で
は
ま
っ
た

く
盛
上
り
が
見
ら
れ
ず
、
低
調
な
内

容
で
あ
っ
た
。

谷

・
秋
本
に
も
う

一
つ
気
迫
を
持

っ
て
徳
田

・
高
田
に
立
ち
向
う
姿
勢

が
ほ
し
か
っ
た
。
特
に
谷

・
秋
本
は

準
決
勝
ま
で
の
各
試
合
が
、
す
ば
ら

し
い
内
容
で
あ
っ
た
だ
け
に
…
…
。

今
後
の
奮
起
に
期
待
し
た
い
。

同
僚
以
外
に
こ
れ
と
い
っ
た
強
敵

も
な
く
、
湯
木
も
ダ
ブ
ル
ス
に
エ
ン

ト
リ
ー
し
て
い
な
か
っ
た
と
は
い
え
、

徳
田

上
呂
田
の
三
連
勝
は
立
派
の
一

語
に
尽
き
る
。

優
勝
し
た
徳
田
敦
子
選
手

・
高
田
幹

子
選
手
の
話
…
…

植
野
さ
ん
の
欠
場
が
さ
み
し
か
っ

た
。
準
々
決
勝
の
米
倉
さ
ん
た
ち
と

の
試
合
が

一
番
苦
し
か
っ
た
。
も
っ

と
練
習
し
て
連
勝
記
録
を
の
ば
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

因
□
□
Ｚ

Л
ド
ミ
ル
ト
ル

導
ャ
ル
フ

催

賛

費

所

　

　

全
自
日

所場

加
　
　
　
　
　
　
　
・合

主

協

参

場

　

　

宿

期

集

バ ドミントン・キャンプ

ラケットショップ元町

YONEX,河崎ラケット,サンパタ
¥23,000

群馬県吾妻郡嬬恋村大字千俣611

ヤマタ・ホステル

TEL 02799-6-0101
同   上
S54年 10月 5日 0 6日 (」  7日 (3)
S54年 10月 4日  PM9:30集合
出発PM 10100

横浜駅西口天理ビル前

相沢マチ子(河崎ラケット専属)プロ

バス (勤労者観光センター )
50名 (18歳以上 )

S54年 9月 20日 (た だし定員にな
り次第締切らせていただきます。)

申込用紙に必要事項を記入し、

参加費にそえて直接持参または、

現金書留で受け付けます。

申込金 ¥10,000残 金は9月 30日
まで、取消の場合申込金は返却

しません。

全員の方に、旅行傷害保険 (ス
ポーツ傷害保険含む)に入って
いただきます。(保険料は参カロ費
に含まれています。)

お申込み 。お問い合わせは
● ラケットショップ元町
横浜店 〒231横浜市中区元町 5-203

元町スカイビル 5F
TEL 045-651-2020・ 662-9857

渋谷店 〒 150東京都渋谷区渋谷 |-25-6
TEL 03-400-7390

池袋店 〒 171東京都豊島区西池袋 |― 19-6
TEL 03-988-0215

コ ー チ
交 通 機 関

募 集 人 員

甲込締切日

申 込 方 法

そ の  他

連勝街道をばく進、徳田 。高田組
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第29回全日本実業団選手権大会

渡
辺
の
単
複
制
覇
の
ス

タ
ミ
ナ
も
見
事
″
高
橋

が
毎
朝

５
為
走

る

の
も

立
派
の
一語
に
尽
き
る
。

▼
同
決
勝

へ
ｐ

辺２
（‐５‐５‐‐［３７）０芳̈

木２
（‐５‐５‐‐０１）０山

上

▼
同
決
勝
渡　辺２
（‐５‐５‐‐・‐１）０鈴　木

（渡
辺
は
４
連
勝
４
度
目
）

▼
３０
歳
以
上
ダ
ブ
ル
ス
準
々
決
勝

渡
辺

・
金
子
　
　
　
　
森
谷

・
星
野

（横
浜
市
役
所
）
　

　

（電
電
東
京
）

京
屋

・
佐
藤

（日
石
根
岸
）

芳
上

・
藤
原

（三
井
造
船
）

大
原

・
竹
俣

（東
京
都
庁
）

▼
同
準
決
勝

渡
　
辺

金
　
子

芳

上

藤
　
原

宮
岡

・
林

（国
策
パ
ル
プ
）

阪
井

・
山
本

２
１
０
（福
井
市
役
所
）

春
武

・
宮
原

（日
田
市
役
所
）

（渡
辺

・
金
子
組
は
初
優
勝
）

こ
こ
数
年
続
い
て
い
る
顔
合
わ
せ

の
決
勝
、
渡
辺
対
鈴
木
の
対
戦
と
な

っ
た
が
、
「仕
事
が
忙
が
し
く
て
、
ラ

ン
ニ
ン
グ
を
す
る
暇
も
な
い
」
と
い

う
鈴
木
は
、
第
１
ゲ
ー
ム
中
盤
ま
で

執
拗
に
渡
辺
を
追
い
か
け
た
が
、
や

は
り
練
習
不
足
が
た
た
っ
て
ス
タ
ミ

ナ
が
切
れ
、
ま
た
し
て
も
涙
を
飲
む

結
果
と
な
っ
た
。

４
連
覇
を
達
成
し
た
渡
辺
は
、
ス

ピ
ー
ド
、
ス
タ
ミ
ナ
と
も
、
３０
歳
以

上
で
は
や
は
り
最
右
翼
の
存
在

今
大
会
で
は
ダ
ブ
ル
ス
に
も
優
勝

す
る
な
ど
、
意
欲
も
衰
え
る
ど
こ
ろ

か
上
昇
の
一
途
、
連
勝
記
録
を
ど
こ

ま
で
伸
ば
す
か
関
心
を
集
め
て
い
る
。

単
複
に
優
勝
し
た
渡
辺
直
人
選
手
の

▼
３０
歳
以
上
シ
ン
グ
ル
ス
準
々
決
勝

渡
辺
　
直
人
　
　
　
　
水ヽ
井
　
博

（横
浜
市
役
所
）　
　
　
　
（堀
場
）

芳
上
　
一
男
　
　
　
　
馬
場
　
猛
夫

（三
井
造
船
）
　

　

　

（東
京
都
庁
）

山
本
　
敏
彦
　
　
　
　
古
明
地
正
邦

（福
井
市
役
所
）
　

　

（東
京
簡
保
）

鈴
木
　
勝
之
　
　
　
　
白
井
規
久
夫

（三
菱
重
工
）
　

　

（海
上
自
衛
隊
）

▼
同
準
決
勝

15 15 15 15
1   1   1   1

6423

0     0
竹 大 佐 京

俣 原 藤 屋

金 渡

子 辺
2

原 上
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パ ドミントン界☆ 1979・ 8

話
…
…
一削
日
の
ダ
ブ
ル
ス
で
疲
れ
て
、

シ
ン
グ
ル
ス
の
決
勝
は
心
配
だ
っ
た
。

準
決
勝
も
地
元
の
芳
上
さ
ん
で
気
を

抜
け
な
か
っ
た
。
今
年
勝
て
た
の
で

一
応
５
連
勝
を
目
標
に
し
て
来
年
も

頑
張
り
た
い
。

ダ
ブ
ル
ス
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
金

子
君
が
ダ
ブ
ル
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
な
の

で
、
ス
マ
ッ
シ
ュ
を
打
つ
こ
と
だ
け

を
心
掛
け
た
。

チ
ー
ム
の
練
習
方
針
を
、
若
手
中

心
に
切
り
換
え
た
の
で
、
練
習
不
足

で
大
会
中
に
筋
肉
痛
に
見
舞
わ
れ
た
。

こ
ん
な
こ
と
は
初
め
て
だ
。

▼
４０
蔵
以
上
シ
ン
グ
ル
ス
準
々
決
勝

高
橋
幸
次
郎
　
　
　
　
榎
森
　
信
二

（
い
ず
ゞ
川
崎
）
　

　

（日
鋼
京
浜
）

木
山
　
茂
雄
　
　
　
　
山
本
　
能
也

（興
亜
石
油
）
　

　

（サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
）

岡
崎
　
健

一　
　
　
　
伊
藤
　
雅
明

（日
本
火
災
）
　

　

　

（電
電
東
海
）

遠
藤
　
啓
治
　
　
　
　
原
　
　
明
弘

（日
鋼
京
浜
）
　

　

（小
松
製
作
所
）

▼
同
準
決
勝

一局
　
橋
２

注遅
　
藤
２

▼
同
決
勝

崎

１
遠
　
藤

▼
４０
歳
以
上
ダ
ブ
ル
ス
準
々
決
勝

岡
崎

・
飴
谷
　
　
　
　
田
制

・
薄
羽
　
　
▼
同
決
勝

２

１

０

（日
本
火
災
）
　

　

　

（日
本
化
成
）
　

　

川
　
岡

川
岡

・
河
野
　
　
　
　
佐
薙

・
三
苫
　
　
　
河
　
野

（国
策
パ
ル
プ
）
　

　

（住
化
愛
媛
）　
　
　
　
（川

遠
藤

・
榎
森
　
　
　
　
谷
口
・
吉
上
　
　
　
昨
年
の

（日
鋼
京
浜
）
　

　

（ク
ラ
レ
西
条
）
　

た
が
、
第

伊
藤

・
鬼
頭
　
　
　
　
浜
中

・
松
木
　
　
ス
カ
ッ
ト

（電
電
東
海
）
　

　

　

（丸
善
石
油
）
　

の
の
、
フ

▼
同
準
決
勝

15 15 15 15
1 1 1 1
5523

0    0
岡  木

高

層  ワ
は _
2 15 7 15
年 |||
連 4152
続
~
2
度
目

榎 遠  河 川

森 藤  野 岡
2       2

17 15 15 15 15 10
1 1 1 1 1 1
14 7 18 10 12 15

1         1
鬼 伊  飴 岡

頭 藤  谷 崎

し
た
高
橋

２

（
‐５‐５
‐ ‐
‐‐‐０
）
０
臓
　
隷

岡

・
河
野
組
は
初
優
勝
）

雪
辱
を
期
し
た
遠
藤
だ
っ

２
ゲ
ー
ム
、
得
意
の
ク
ロ

で
タ
イ
に
持
ち
込
ん
だ
も

ァ
イ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
で
奮
起

に
押
え
込
ま
れ
、
王
座
の

奪
回
は
な
ら
な
か
っ
た
。

高
橋
は
、
持
ち
前
の
ス
タ
ミ
ナ
を

十
分
に
発
揮
し
、
終
始
冷
静
沈
着
な

プ
レ
ー
は
ひ
と
際
光
る
も
の
が
あ

っ

た
。
優
勝
し
た
高
橋
幸
次
郎
選
手
の
話
…

…
１
年
間
の
努
力
が
実
っ
て
嬉
し
い
。

去
年
よ
り
も
今
年
の
方
が
き
つ
か
っ

た
。
毎
朝
５
キ
ロ
走
っ
て
、
週
に
３

回
練
習
し
て
い
る
。

で
き
れ
ば
来
年
も
優
勝
を
目
指
し

た

い
。

「バ
ド
ミ
ン
ト
ン
界
」
は
、
今
や
ま

さ
に
国
際
的
。
世
界
各
地
に
も
沢
山

の
購
読
者
を
持
っ
て
い
ま
す
。

最
近
カ
ナ
ダ
か
ら
当
編
集
部
に
、

こ
ん
な
お
便
り
が
舞
い
込
み
ま
し
た
。

「私
は
、
高
校
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ク
ラ
プ
の
顧
間
を
し
て
い
ま
す
が
、

日
本
の
み
な
さ
ん
と
ク
ラ
ブ
員
同
士

で
文
通
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

我
と
思
わ
ん
方
は
、
左
記
の
住
所

へ
お
便
り
を
ど
う
ぞ
。
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納
会
要
員
の

活
躍
華
々
し
＜

笠
松
ク
ラ
ブ

タ
イ
ト
ル
を
ご
覧

い
た
だ
く
と
、
い
か
に
も
飲
ん

べ
え
が
多
く
て
、
ろ
く
に
練
習
も
し
な
い
で
宴
会
ば

か
り
に
明
け
暮
れ
て
い
る
、
だ
ら
し
な
い
ク
ラ
プ
の

よ
う
な
印
象
を
与
え
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

確
か
に
、
納
会
、
宴
会
の
類

い
が
多

い
こ
と
は
否

定
で
き
ま
せ
ん
。

岐
阜

へ
来
ら
れ
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

・
プ
レ
ー
ヤ
ー

な
ら
知
ら
ぬ
者
は
な

い
と
い
わ
れ
る
ス
ナ

ッ
ク

「
ケ

ン
ト
ス
」
が
そ
の
本
拠
地
。
地
元
で
の

「
ケ
ン
ト
ス

を
知
ら
ぬ
者
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
・
プ
レ
ー
ヤ
ー
に

非
ず
」
と
い
う
の
は
、
今
で
は
全
国
で
も
通
用
す
る

と
さ
え
い
わ
れ
ま
す
。

こ
の

一
流
プ
レ
ー
ヤ
ー
な
ら
、　
一
度
は
訪
れ
た
こ

と
の
あ
る

「
ヶ
ン
ト
ス
」
の
マ
ス
タ
ー
も
、
実
は
レ

ッ
キ
と
し
た
ク
ラ
ブ
員
で
あ
り
ま
し
て
、

コ
ー
ト
上

で
の
勇
姿
は
さ
て
お
き
笠
松
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー

と
し
て
、
連
夜
ラ
ケ
ッ
ト
を

マ
イ
ク
に
持
ち
換
え
、

ク
ラ
ブ
員
の
面
目
を

い
か
ん
な
く
発
揮
し
て
い
る
の

で
す
。
こ
う
し
て
み
ま
す
と
、
や
は
り
か
な
り
の
社
交
性

に
富
ん
だ
ク
ラ
ブ
で
あ
る
こ
と
に
間
違

い
は
あ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
対
す
る
情
熱
も
並
大

抵
で
は
な
く
、
交
流
試
合
や
町
民
大
会
に
は
、
小
学

生
だ
け
で
も
百
人
以
上
を
集
め
て
手
ほ
ど
き
す
る
の

を
み
て
も
お
分
り
の
よ
う
に
、
そ
の
ス
ケ
ー
ル
で
も

全
国
有
数
な
の
で
は
、
と
自
信
の
あ
る
と
こ
ろ
で
す

最
近
で
は
、
女
子
大
生
、　
マ
マ
さ
ん
と
い
っ
た
紅

一
点
の
参
加
も
目
ざ
ま
し
く
、
ま
す
ま
す
笠
松
ク
ラ

ブ
は
大
家
族
と
な

っ
て
行
く
の
で
す
。

レ
年
中
行
事
の

交
流
試
合

懇
糧
一一

一

レ
将
来
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を

どの顔も生き生きとした表情

悪徳の栄え (?)

羽で



650ぽの広々とした店内でゆったリシ∃ッピン先
試打コーナーも人気上々。

●祝祭日を除く

0官手い
"′
年■O諄  年イ1]時 30●

―

落ち着いた雰囲気でお買いもの。各階それぞれの
楽しさがいっぱい。

つ応ヾ揃いのテニス、バド三じ/トン用品が
店内にあ Sヽれんばかり。

ラケツト、ウェア、シュTズ・……。すべてに豊富な品揃え。
選びやすい各コーナー。

ずらり、4店勢揃い。

渋谷店

池袋店

横浜店

日本最大のテニス・バド専門店
WINDSOR RACKEtt SHOP ″

●祝祭日を除く

【年中無休¬



Hl‖刑
S‐フヨ
新 製 品

lillllllE可 JI11」
5-フフカ ー ボ デ ラ ツ ク ス Ⅱ

カーボデラックス同様、オ

ールヵ―ボンシャフ トを使

用 し、特殊合金フレームを

プラスして全て新 しいタイ

プのラケッ トとして、ここ

に誕生 しました。より軽 く

そしてよリスピーディでパ

ワーフルな条件をすべて兼

ね備 えたまさに現在にマッ

チした、最高のラケッ トと

云えましょう。あなたも最

高のラケッ トでブレーして

みませんか ?

カーボデラックス
スチールカーボンシャフ ト

とは違い、純然 た るオール

カーボ ンシャフ トを使用。

その弾力性は従来のスチー

ルシャフ トにないすば らし

い反撥力を生みだ し、多 く

の反響 を呼んでお ります。

シャフ トを若千太 くす るこ

とによ り左右の ブレを解決

してい ますので、アタック

にレシープに この新 しい魅

力を十三分に発揮 させて下

さい。

露



“甦

msaⅢ
河崎ラケットエ業株式会社

数あるバドミントラケ外ヽの中
カワ贅 品は

ひとり群を抜した。 い独走が始鼈

は終てノこ.ノ

グラファイトシリーズ

世界欄のオールクラ77rけ 外
エイトシックス
クラファイトフレーム クラファイトシャフト

黒 ,ケースft

フレーム価格 1201X円



スマッジヒに威力、大場

Jゝ″=ゝ ]

.ヨ爾凝

一大健闘の日下
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一プ
　
“ 傲
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嬌‐¬ 嵐._ンスヨ
柿りを発

“
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ボディの美しさから出発した、主張のあるスポーツウェ7。

単にかたちだけに流れず、単に機能だけに片よらない、新しい

発想のスポーツウェアの誕生です3デザインは、あの三宅一生っ
このほかヨネックスには、オリジナルなスポーツウェアゃ、日本

バドミントン協会推薦のスポーツウェアをずらりそろえていま丸

プレイヤーの声から、使いやすさをカタチにしたバ・ソグ達。

ヨネックスのスポーツバッグの大特徴は、それぞれのデザイン

に、用途別にセブン・スリー。ワンと3種類あること。長期遠

征用。短期遠征用。当日大会用と使いわけることができま丸 バッ

グに丁PO.を持ちこむなんて、ヨネックスならではのアイデア

とは思いませんかcと もかく、ヨネックスでかためると強いら

翡ックセ着る。
翡シ″惚持Q
う屹

Flemmir"rg Detfs
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世界初のオールグラフアイトラケツト

=イ
トシックス

グラフアイトフレーム・グラファイトシャフト/黒 (ケース付)

フレーム価格 12.000円 ガット張り上り価格 12.900円 (ロンシープ

用により、ショットH時のフレーム部のたわ

みが最適に作用し、たまもちが一段と良

くなりました。これがスイートスポットの広

力ちたと言われるところで丸

打球をパワフルに
一

グラ77イトシヤフト

シャフト111よ、グラファイトをタテ2層、左

右ナナメに2層、計4層を組んで構成。(多

重交差グラファイト)

多重に交差させることで、グラファイトの

剛性を強力なバネに変えるので エキサ

イトしたプレイ中に起きるラケントのねじ

れや、ぶれを最少限にとどめまt

エイトシックスを使うことにより、レシーブ

能力、攻撃力とも更にアップし、いままで

にない安定したプレイにつながりま魂

新鮮な打球感 .′

振動吸収力をアップ

科学的な実験により、グラファイトの振

動吸収性の良さは実証ずみゥエイトシソ

クスの使用は、プレイ中の疲労度を軽

減させま九

芳 ットの強じん化

グラファイトのり董じんさべ そのまま生か
されているので、どんな強い振りに対し

ても、曲がり、ねじれの′じヽ配力ちりません。

新鮮な打球感

振動吸収性の良さ、しなり、たわみ具合

の最適さなどが融合され、エイトシックス

の打球感は全く新鮮なものになりました。

新しい打球感の体験は、プレイに新し

い発見をもたらしまt

エイトッウ
シ′レ■―(ケース付)グラファイトシャフト・アルミフレーム
フレーム価格8,000円 ガット張り上り価格8,900円

エイティ
黒け―ス付)グラファイトシャフト・ウットフレーム

フレーム価格8,000円  ガット張り上り価格8,900円



エイトシソクス。このラケントの誕生は世

界のバドミントン界に、ハ|リケーンを巻き

おこし、カワサキの日寺代が至J来したこと

を感じさせま丸 既に発売中のエイティ

(B-80)・ エイトツウ(B-82)は、100%グ

ラファイトシャフトf吏用のラケットとしてそ

の打球感の良さが二流プレーヤーの喝

衆を浴びました。

今、新登場のエイトシックスは、グラファ

イトを更にフレーム部にも採用。従来の

グラファイトシャフトと一体となり、世界

初のオールグラファイトラケットとして登

場しました。他の新素材を使っただけの

ラケットと上ヒ較して、違 tヽ力ヽ まっきりわか

るラケットの完成で丸

しなやかな剛性
―

グラファイトフレーム

エイトシックスのフレーム部は、 三層の
編組グラファイト(数 百万本のグラファ

イト繊維を編む)で構成され、表面は

ウレタンコーカングで手ざわりの良さ、仕

上げの美しさなどがtllわり,お級:惑を出し

ていまt

カワサギ鎗 ぜグラファイトを編むのか。′

グラファイトの剛さと軽さは字宙 11学の

分里子の素材として使用されていることで

も実証されていま丸

その剛さと軽さに、ラケットとして理想白勺

なしなやかさをどう融合させるか―一っ

カワサキは独自の“編む"とぃう技術に

よリグラファイトを、岡Jく、軽く、しかもし

なやかな素材へと変革させました。

カワ丹 技術陣の大きな功績でt

広くなったスイ̈訃スポット

エイトシックスは、編糸且グラファイトの使

フレーム構造図

発泡コアー

クラファイトシリーズ
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想されています。

性能が水鳥球に匹敵するばかりか、耐久力と打

球感ではそれをはるかにしのぐこのRSLくビク
ター)。 とくに練習量の多い学生プレーヤーにと

っては魅力といえましょう。

ゴーセンでは、このRSLく ビクター)を 一手に

販売。日本のプレーヤーにお届けしています。

練習・試合にぜひお試 しください。

No.256 RSLビ クター
10個  ¥2,450
全国中学大会公認使用球

日本バドミントン協会検定合格球

●6月 号 RSLビクターモニター当選者名
|ヒ海道 山 本 治  新潟県 宮 本畠子  福島県 関 口 明
崎玉県 互 静 夫 東京都 荘田恵理  千葉県 IB留 加寿子
■知県 斉藤敬―郎 奈良県 中 1寸 稔 大阪府 宮島0文
大分県 谷上和年 (敬称略)
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全国大会使用球に公認

ヘアピンショットを可能にしたナイロン球

全英大会の公認球として世界的に有名なRSL。

このRSLが開発 したナイロンシャトル くRSL
ビクター)が、いまプレーヤーの間でたいへん
な評判。これまでナイロン球の限界といわれて

きたヘアピンショントを、このくビクター)は 、
水鳥球と同じ飛行で打つことができます。シャ

トル革命を予測 させるナイロン球による自在な

ネットプレーーー世界中のプレーヤーが拍手で

迎えました。

学生プレーヤーに朗報 .′

このRSLナ イロンシャトルくビクター》が、全国
中学生大会の使用球として日本バ ドミントン協

会の公認を受けました。続けて、高校 。大学・

一般の大会へとその輪が広がっていくことが予
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一センバド・ガット●ウインテックスシリーズ /ハ イ・シープシリース・

世界に誇るゴーセンのがント技術。

世界15か国でパテントを取得 .′
世界的 なガ ントスペ シヤリス トGOSEN。 その証明
は世界15か国 におよぶパテン トの取得。 日本はもと

より世界各地のファンを魅 了 したガントの数々。 それ

はまさにゴーセンならではの技術 における (完成度

の高 さ)を示すものです。

■ 中空糸・特 殊 油入 り (PAT‖ 06964)

糸の芯部分 を空洞に。 この中空部分が打球 に鋭 い反

発 を促進。また打球音 。打球感も抜群 なものにしま

強カナイロン糸

表面 に粘着 し、油 ま くがガ ットを外 気 (乾燥 、湿 気

な ど)から守 り、ガ ノトコ ンディシ ョンを完 全キープ。

■ ステ ン レスワイヤー巻 き付 け (PAI 12:2170)

ガ ントにワイヤーを巻 き付け。 ワイヤーは一定間か

くでらせん状 に糸に食い込み、ガ ノトを強 く張 った

状態 に固定。 ガ ノトの伸びやゆるみ を防止。強 い打

球 を促進。

このよ うに持許 を取 った技術の他 にもゴーセ ンは●

カーボン混入●ゲージの超細化 など他にはマネので

きない技術でプレーの向 Lに 貢献 しています。

特殊コーテ

品質保証マーク

ステンレスワイヤー

＼ヽ

WL‐ ⅣViREウインテツクスワイヤー

No.!900W¨ ¨̈ ¥800(10m・ ゲージ085%)

8受警夕少実瞬t緊、y
ゴーセ ンの技術 ノウハウをすべて傾注。 スーパーガ

ントとして仕 上げました。中空・特殊油・ ワイヤー

の効果がそれぞれに相乗 して、抜群の反発力を生み

出 します。同時にパワーとスピー ドにあ
'、

れた打球

をも可能にし、 まさにオールマイテ イ。多様化す る
バ ドミントンのプレーテクニ ノクにみごとに対応で

きるガ ントです。

油・ ワイヤーにより乾燥や湿気 もシャ ントアウ ト。

常 にベス トのガ ントコンデ ィションでプレーにのぞ

めます。

類似 品 には くれ ぐれもご注 意 くださヽ

G拗 月号
北 海 道

東 京 椰

大 阪 府

鹿児島県

′クスワイヤーモニ タ
‐

秋田県 高橋良吉 福島嗅
山梨県 石丼哲夫 悧司県
鳥取県 三村俊彦 山□啜
(1に影N略 )
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す。 この中空 糸の中 に特殊油 を注 入。この油 がガ ノト



ト
マ
ス
・カ
ツ
プ
観
戦
記

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
王
国
を
訪
ね
て

読
者
の
皆
さ
ん
の
中
に
は
、
例
え

ば
何
か
の
競
技
の
観
戦
中
に
観
客
の

大
歓
声
で
耳
が
痛
く
な
る
よ
り
な
、

あ
る
い
は
、
耳
を
覆
い
た
く
な
る
よ

う
な
体
験
を
し
た
方
が
い
る
だ
ろ
う

か
。イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
△
為噂
に
は
聞
い
て
は
い
た
が
こ
れ
ほ

ど
と
は
″
　
今
回
の
ト
マ
ス
・
カ
ッ

プ
で
私
は
そ
れ
を
初
め
て
体
験
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

代
々
木
で
の
あ
の
静
か
な
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
大
会
を
思
い
合
せ
る
時
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
国
民
性
と
は
い
え
、

同

一
の
競
技
と
は
思
え
な
い
観
客
の

熱
狂
ぶ
り
。

大
会
の
詳
し
い
経
過
は
「
バ
ド
界
』

に
お
ま
か
せ
し
て
、　
一
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
フ
ァ
ン
の
見
た
卜
杯
戦
の
模
様
そ

の
他
感
し
た
ま
ま
に
記
し
て
み
た
い
。

ジ
ャ
カ
ル
タ
に
到
着
し
た
の
が
５

月
２８
日
、
当
日
が
日
本
対
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
準
決
勝
第
１
日
目
。
ホ
テ
ル
か

ら
ス
ナ
ヤ
ン
競
技
場
ま
で
車
で
１０
分

足
ら
ず
、
夜
７
時
開
始
の
会
場
は
私

達
が
入
場
し
た
６
時
３０
分
に
は
、
す

で
に
満
員
。
５
シ
ン
グ
ル
ス
、
４
ダ

ブ
ル
ス
を
２
日
間
で
行
い
勝
敗
を
決

め
る
。　
一
打
ご
と
の
大
歓
声
、
少
し

も
静
か
な
時
は
な
い
。
ク
リ
ア
ー
で

返
っ
て
き
た
シ
ャ
ト
ル
は
、
選
手
が

打
つ
前
か
ら
観
客
が
ス
マ
ッ
シ
ュ
を

要
求
し
て
喚
声
を
あ
げ
る
。
そ
し
て

そ
の
ス
マ
ッ
シ
ュ
が
決
っ
た
時
、
通

路
ま
で
埋
ま
っ
た
１
万
７
、
８
千
人

の
大
歓
声
が
響
く
。
想
像
で
き
る
だ

ろ
う
か
ｃ

一
種
異
様
な
雰
囲
気
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。

会
場
内
外
の
警
備
に
は
な
ん
と
小

銃
を
持
っ
た
陸
軍
と
警
官
、
合
わ
せ

て
約
６０
名
が
要
所
要
所
に
立
っ
て
い

フリ
。日
本
対
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
第
２
日

日
、
銭
谷
選
手
対
１８
歳
の
高
校
生
の

試
合
は
第
１
ゲ
ー
ム
だ
け
取
っ
た
が
、

結
局
銭
谷
選
手
の
逆
転
負
け
。
勝
て

な
い
相
手
で
は
な
い
と
思
っ
た
が
、

恐
る
べ
き
１８
歳
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

・

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
界
の
層
の
厚
さ
を
感

じ
る
。
彼
の
幼
い
顔
が
印
象
的
で
あ

っ
た
。
土
田
選
手
も
リ
ム
・
ス
イ

・

キ
ン
選
手
に
、
第
１
ゲ
ー
ム
だ
け
取

っ
た
が
、
や
は
り
逆
転
負
け
。
最
終

的
に
日
本
は
０
１
９
の
大
差
で
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
に
敗
れ
た
。

準
決
勝
か
ら
２
日
お
い
て
６
月
１

日
と
２
日
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
対
デ
ン

マ
ー
ク
の
決
勝
戦

今
大
会
当
初
か
ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
優
勢
は
予
想
さ
れ
て
は
い
た
が
、

い
ま
世
界
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
界
で
望

渡

辺

武

司

観戦中の筆者
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バ ドミントン界☆ 979・ 8

む
事
の
で
き
る
最
高
の
組
合
せ
と
な

っ
た
こ
の
決
勝
戦
も
、
デ
ン
マ
ー
ク

勢
の
初
歩
的
な
サ
ー
ビ
ス
ミ
ス
や
、

イ
ー
ジ
ー
ミ
ス
の
連
続
で
、
も
つ
一

つ
盛
り
上
り
を
欠
き
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
圧
勝
に
終
っ
た
。

会
場
内
の
気
温
は
３０
度
を
完
全
に

オ
ー
バ
ー
し
て
い
る
。
た
だ
観
戦
し

て
い
る
だ
け
で
汗
が
吹
き
だ
し
て
い

る
。
プ
レ
ー
を
し
て
い
る
選
手
は
た

ま
ら
な
い
だ
ろ
２ヽ

特
に
北
国
か
ら

や
っ
て
き
た
選
手
に
は
。

地
元
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
完
勝
し
た

理
由
の

一
つ
に
こ
の
暑
さ
も
あ
る
か

も
知
れ
な
い
が
、
や
は
り
こ
れ
に
打

ち
勝
つ
ス
タ
ミ
ナ
を
つ
け
る
事
も
課

題
の

一
つ
だ
ろ
う
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
私
達
が
コ
ー
ト

に
入
る
機
会
が
あ
る
か
ど
う
か
不
明

で
あ

っ
た
が
、
幸
い
に
し
て
持
参
し

て
行
っ
た
ラ
ケ
ッ
ト
を
握
る
チ
ャ
ン

ス
に
恵
ま
れ
た
。

ト
マ
ス
・
カ
ッ
プ
の
会
場
で
あ
る

ス
ナ
ヤ
ン
競
技
場
の
周
辺
に
は
、
幾

つ
か
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
専
用
体
育
館

が
あ
る
。

こ
の
体
育
館
は
常
時
ナ
シ
ョ
ナ
ル

チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
や
、
あ
る
い
は

現
地
ク
ラ
ブ
員
の
人
達
の
練
習
用
に

利
用
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
う

ら
や
ま
し
い
で
す
ネ
″

私
達
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
、
Ａ
ホ

ー
ル
を
訪
れ
た
。
大
変
な
暑
さ
で
１０

分
も
コ
ー
ト
に
入
っ
て
い
る
と
め
ま

い
が
し
て
く
る
ほ
ど
だ
。
で
も
私
は

平
気
、
な
ぜ
っ
て
、
私
は
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
は
弱
い
が
、
暑
さ
に
は
強
い
の

だ
。Ａ
ホ
ー
ル
以
外
に
、
私
達
は
ジ
ャ

カ
ル
タ
市
内
の
高
校
に
も
出
か
け
た
。

対
戦
す
る
前
に
驚
い
た
事
は
、　
い

ず
れ
の
選
手
も
黒
ヒ
ョ
ウ
を
思
わ
せ

る
精
憚

（せ
い
か
ん
）
な
体
躯
で
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
の
選
手
と
い
う

よ
り
は
陸
上
競
技
の
選
手
の
よ
つ
な

体
つ
き
、　
一
見
し
て
い
か
に
も
鍛
え

あ
げ
ら
れ
た
身
体
だ
。

ゲ
ー
ム
は
前
陣
速
攻
、
ス
ピ
ー
ド

は
も
ち
ろ
ん
リ
タ
ー
ン
が
速
い
の
で

大
変
な
苦
し
さ
だ
。

対
戦
結
果
は
２
ダ
ブ
ル
ス
、
４
シ

ン
グ
ル
ス
、
い
ず
れ
も
ス
ト
レ
ー
ト

負
け
。
こ
の
高
校
生
達
の
実
力
は
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
国
内
で
ど
の
程
度
の
も
の
か

不
明
で
あ
る
が
、
対
戦
し
た
同
行
の

大
学
生

（日
体
大
）
の
選
手
が
完
販

し
た
の
だ
か
ら
、
例
え
ば
か
り
に
日

本
で
彼
ら
が
試
合
を
す
れ
ば
、
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
優
勝
は
間
違
い
な
い
だ
ろ

う
と
い
う
の
が
、
私
達
対
戦
し
た
も

の
の
一
致
し
た
評
価
で
あ
っ
た
。

野
外
の
コ
ー
ト
も
い
た
る
所
に
あ

り
、
あ
る
日
ホ
テ
ル
近
く
の
野
外
コ

ー
ト
に
飛
入
り
参
加
を
し
て
、
子
供

達
と
大
い
に
楽
し
ん
だ
。

こ
の
コ
ー
ト
は
ス
コ
ー
ル
で
も
ラ

イ
ン
が
消
え
な
い
よ
つ
に
、
竹
を
４

セ
ン
チ
幅
ほ
ど
に
割
っ
て
地
面
に
埋

め
て
あ
る
。
そ
れ
に
夜
と
も
な
れ
ば
、

簡
易
照
明
器
が
取
り
付
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

野
外
で
あ
る
か
ら
も
ち
ろ
ん
風
も

あ
る
の
だ
が
、
子
供
達
と
は
い
え
、

な
か
な
か
巧
み
な
も
の
で
、
サ
ー
ビ

ス
等
は
風
も
計
算
し
て
実
に
正
確
に

決
め
る
。
プ
レ
ー
も
基
本
ど
お
り
で
、

小
学
生
く
ら
い
で
ハ
イ
バ
ッ
ク
を
使

う
子
も
い
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
い
る
日
本
人
の

中
に
は
、
現
地
人
と
は
ほ
と
ん
ど
の

交
流
の
な
い
人
も
い
る
そ
う
だ
が
、

今
回
の
私
の
楽
し
か
っ
た
子
供
達
と

の
交
流
は
、
日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
親
善
に
大
き
く
貢
献
し
た
の
で
あ

る

（ち
ょ
っ
と
そ
れ
は
言
い
過
ぎ
か

な
，
）
私
は
、
こ
れ
ま
で
い
く
つ
か
の
競

技
の
優
勝
カ
ッ
プ
を
、
実
物
や
テ
レ

ビ
等
で
見
て
き
た
が
、
ト
マ
ス
・
カ

ッ
プ
の
よ
つ
に
気
品
と
威
厳
の
あ
る

カ
ッ
プ
を
か
つ
て
見
た
事
が
な
い
。

あ
の
燦
然
と
輝
く
ト
マ
ス
・
カ
ッ

プ
を
い
つ
の
日
か
日
本
に
持
ち
帰
る

事
も
け
っ
し
て
夢
で
は
な
い
。

ジ
ャ
カ
ル
タ
で
開
催
さ
れ
た
今
大

会
、
地
元
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
前
回
の

決
勝
対
マ
レ
ー
シ
ア
に
続
い
て
の
圧

勝
に
終
っ
た
が
、
こ
こ
で
田
や
つ
事
は

や
は
り
中
国
が
大
会
に
参
加
し
て
い

れ
ば
、
さ
ら
に
自
熱
し
た
ゲ
ー
ム
が

展
開
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

最
近
の
中
国
は
や
や
精
彩
を
欠
い

て
は
い
る
よ
つ
だ
が
、
侯
加
昌
、
湯

仙
虎
、
陳
玉
娘
。
何
年
か
前
の
日
中

親
善
大
会
で
見
せ
て
く
れ
た
中
国
選

手
達
の
あ
の
パ
ワ
ー
あ
ふ
れ
る
怒
濤

の
よ
う
な
プ
レ
ー
を
、
私
は
忘
れ
る

事
が
で
き
な
い
。

このような野外コー トが全国至るところにある
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シレ‐‐ボウル国際 会を観戦して

銭谷選手ヮ大熱戦の連続
全種ロインドネシアが優勝

メルボルンにて 小柳  尚久

初
め
て
お
便
り
い
た
し
ま
す
。
最
初
に
少
し
だ
け

自
己
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？
　
僕
は
今

年
の
春
、
英
語
習
得

の
た
め
日
本
を
離
れ
、
今
は
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
お
便
り
し
て
お
り
ま
す
。
僕
、

ま
だ
‐８
歳
な
が
ら
こ
う
し
て
筆
を
と
る
こ
と
は
、
は

な
は
だ
僣
越
に
存
じ
ま
す
が
、
ど
う
か
お
許
し
く
だ

さ
い
。
と
い
う
の
は
、
６
月
８
日
か
ら
３
日
間
に
わ
た
っ

て
行
な
わ
れ
ま
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

″
シ
ル
バ
ー

ボ
ウ
ル
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
∃
ナ
ル
″
の
結
果
と
、
数
枚

の
写
真
を
皆
様
に
お
見
せ
し
た
か

っ
た
か
ら
な
の
で

す
。ど
う
い
う
わ
け
か
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
パ
ド
ミ

ン
ト
ン
の
こ
と
は
、
あ
ま
リ
バ
ド
界
に
登
場
し
ま
せ

ん
し
、
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
僕
の
知

っ
て
い
る
範
囲

だ
け
．て
も
お
伝
え
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

僕
は
、
現
在
慶
応
大
学

一
年
生
、
と
て
も
ゲ
ー
ム

の
寸
評
な
ど
で
き
る
身
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

そ
ち
ら
の
方
は
、
ご
く
簡
単
に
感
想
程
度
に
と
ど
め

て
お
き
ま
す
。
ど
う
か
僕
の
全
力
を
投
じ
た
写
真
を

通
し
て
、
選
手
達
の
息
づ
か
い
を
感
じ

て
い
た
だ
け

れ
ば
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
日
本
で
は
今
は
夏
。
体
育
館
が
蒸
し
風
呂

と
化
す
る
時
期
で
す
が
、

こ
ち
ら
は
何
と
冬
な
ん
で

す
ね
（不
思
議
で
す
ね
）。
メ
ル
ボ
ル
ン
は
、
毎
日
１０

℃
程
の
は
だ
寒
い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
ト
マ
ス

杯
帰
り
の
銭
谷
選
手
、
コ
ン
デ

ィ
シ
ョ
ン
作
り
が
な

か
な
か
む
ず
か
し
か

っ
た
と
思

い
ま
す
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
勢
と
全
く
互

角
に
戦

っ
た
銭
谷
選
手
は
、
僕
は
も
ち
ろ
ん
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
々
に
、
鮮
烈
な
印
象
を
与
え
て
く

れ
ま
し
た
。

そ
し
て
日
本
の
女
王
、
湯
木
選
手
、
近

藤
選
手
も
、
世
界
を
代
表
す
る
プ
レ
ー
を
見
せ
て
く

れ
ま
し
た
。
昨
年
の
シ
ル
バ
ー
ボ
ウ
ル
の
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
銭
谷
選
手
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
プ
レ
ー
ヤ

ー
な
ら
誰
で
も
知

っ
て
お
り
、
大
変
人
気
が
あ
り
ま

す
。そ
し
て
彼
ら
は
、
フ
ァ
ー
ス
ト
ネ
ー
ム
で

「
キ
ン

ジ
′
」
と
呼
ん
で
お
り
ま
す
。
「
ヒ
ロ
エ
Ｌ

サ
オ
リ
」

も
呼
び
や
す
い
名
ら
し
く
、
彼
等
が
こ
う
し
て
選
手

た
ち
を

フ
ァ
ー
ス
ト
ネ
ー
ム
で
呼
ぶ
の
を
聞
く
と
、

と
て
も
親
し
み
を
感
じ
ま
す
。
（話
は
そ
れ
ま
す
が
、

僕
の
名

「
ナ
オ
ヒ
サ
」
は
、
こ
れ
が
ま
た
発
音
し
に

く
い
ら
し
く
、
何
度
い
っ
て
も
覚
え
て
く
れ
ま
せ
ん
。

し
か
た
な
く
自
分
で
自
分
に

「
ニ
ー
ル
」
と
あ
だ
名

を

つ
け
、
簡
略
化
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
皆
様
の

名
は
い
か
が
で
す
か
？
）

銭
谷
選
手
と
予
選
ラ
ウ
ン
ド
で
対
戦
し
た
、
ス
カ

ン
ド
レ
ラ
は
、
銭
谷
選
手
に
２
１
０

（
１５
‐
５
、
１５

１
１０
）
で
敗
れ
ま
し
た
が
、
試
合
後
、
銭
谷
選
手

の

話
に
よ
る
と
、
「
ス
マ
ッ
シ
ュ
だ
け
が
、と
て
も
速
い
」

彼
は
農
家
で
働
き

つ
つ
パ

ワ
ー
を

つ
け
、
そ
れ
が

速
い
ス
マ
ッ
シ
ュ
を
生
ん
だ
と
か
…
…
。
１９
歳
と
い

う
若
さ
で
、
６
月
２４
日
、
バ
ラ
ラ
ッ
ト
で
開
か
れ
た

オ
ー
プ
ン
大
会
．て
優
勝
し
て
い
ま
す
。
（全
国

の
農
家

の
皆
さ
ん
、
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
し
ま
し
ょ
う
″
）

さ
て
、
予
選
ラ
ウ
ン
ド
で
銭
谷
選
手
の
ワ
ク
に
は
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ハ
リ
ヤ
ン
ト
が

い
ま
し
た
。
こ
の

両
者
の
試
合
が
、
何
と
僕
た
ち
の
気
を
も
ま
せ
た
こ

と
で
し
よ
う
。
１
ゲ
ー
ム
ロ
、
８
１
１５
と
簡
単
に
落

と
し
、
２
ゲ
ー
ム
ロ
に
入
っ
て
も
リ
ー
ド
さ
れ
続
け

ま
し
た
。
試
合
後
、
銭
谷
選
手
の
話
に
よ
る
と
、
「負

け
た
と
思

っ
た
」
と
い
っ
て
お
り
ま
す
と
お
り
、
こ

の
時
点
で
は
、
誰
も
が
昨
年
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
、
キ

ン
ジ
が
敗
れ
る
と
思

っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
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し
か
し
こ
こ
か
ら
逆
転
し
て
、
３
ゲ
ー
ム
ロ
は
マ

ッ
チ
ポ
イ
ン
ト
を
と
ら
れ
な
が
ら
も
セ
ツ
テ
イ
ン
グ

で
逃
げ
切
り
、
大
熱
戦
の
幕
を
と
し
ま
し
た
。

「見
て
い
る
だ
け
で
疲
れ
た
わ
」
と
湯
木
選
手
も
い

っ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
日
本
の
エ
ー
ス
、
キ

ン
ジ
は
ベ

ス
ト
４
に
残

っ
た
の
で
す
。
こ
の
フ
ァ
イ

ナ
ル
の
大
熱
戦
だ
け
で
、
十
分
僕
は
満
足
し
た

の
で

す
が
、
何
と
セ
ミ
フ
ア
イ
ナ
ル
で
、
こ
れ
よ
り
す
ば

ら
し
い
死
闘
を
演
じ
た
の
で
す
。

相
手
は
や
は
リ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
、
ダ

ニ
ー

・
サ

ル
テ
ィ
カ
。
ス
コ
ア
を
見
て
、
ど
ん
な
ゲ
ー
ム
か
想

像
し
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
が
、
（銭
谷
７
１
‐５

‐８
‐
‐５
ヽ
‐２
‐
‐５
ダ

ニ
ー
）

一
つ

一
つ
の
ラ
リ
ー
が

長
く
、
最
後
は
ダ

ニ
ー
の
無
尽
蔵

の
ス
タ
ミ
ナ
に
、

惜
し
く
も
キ
ン
ジ
は
敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

フ
ァ
イ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
、
１２
‐
９
と
銭
谷
選
手
の
リ

ー
ド
の
時
、
何
と
数
十
ラ
リ
ー
に
及
ぶ
長
い
ラ
リ
ー

の
末
、
メ
チ
ャ
ク
チ
ャ
に
こ
わ
れ
た
シ
ヤ
ト
ル
が
、

ネ

ッ
ト
を
越
え
て
く
れ
ず
、
銭
谷
選
手
は
こ
の
ラ
リ

ー
を
落
と
し
た
の
で
し
た
。
同
時
に
、
こ
の
ラ
リ
ー

が
試
合
の
流
れ
を
変
え
た
と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。

も
し
こ
の
こ
わ
れ
た
シ
ヤ
ト
ル
が
、
ネ

ッ
ト
上
で

微
笑
ん
で
く
れ
れ
ば
、
銭
谷
選
手
は
先
に
１３
を
と
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
す
が
、
無
情
に
も
、
白
帯
の
上

で
躍

っ
た
あ
げ
く
、
手
前
に
こ
ろ
が

っ
て
し
ま
っ
た

の
で
す
。

一試
〈
月
使
、

「≦
ゴ
ｏ
●
”デ
ｏ
∽
ｏ
ｏ
『
ｏ
■
●
∽
いゃ
Ｉ
Φ
ン

Ｈ　
デ
”一
　
く
ｏ
」
望
　
】ｏ
●
∞
　
”
”
【】ヽ
　
ン　
い
ｏ
　
日　
¨
ｏ
一　
”̈
”
ｏ」
。」

と
、
英
語
で
銭
谷
選
手
は
説
明
し
て
い
ま
し
た
。

一
方
、
女
子
の
方
で
す
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

女
子
の
レ
ベ
ル
は
、
あ
ま
り
に
日
本
と
違
い
す
ぎ
、

湯
木
、
近
藤
両
選
手
と
も
、
楽

々
と
セ
ミ
フ
ァ
イ
ナ
ル

に
勝
ち
進
ん
で
来
ま
し
た
。
し
か
し
こ
こ
で
も
イ
ン

カ
ル
ト
ノ

・
ハ
リ
ヤ
ン
ト
組

ド
ネ
シ
ア
勢
が
、
日
本
の
行
手
を
さ
え
ぎ

っ
て
い
ま

し
た
。
ベ

ラ
ワ
テ
ィ
で
す
。

セ
ミ
フ
ァ
イ
ナ
ル
、
対
湯
木
選
手
を

（
Ｈ
１
４
、

Ｈ
１
７
）
決
勝
、
対
近
藤
選
手
を

（
１２
‐
‐０
ヽ
Ｈ
‐

８
）
と
い
ず
れ
も
２
１
０
の
ス
ト
レ
ー
ト
．て
く
だ
し
、

昨
年
に
続
い
て
、
栄
冠
を
得
た
の
で
し
た
。
決
勝
で

は
、
近
藤
選
手
が
、
常
に
リ
ー
ド
を
保

つ
試
合
運
び

で
し
た
が
、
湯
木
選
手
が
評
す
る
に
は
、
「今
ま
で
の

ベ
ラ
と
は
違

っ
て
、
自
信
を
持

っ
て
プ
レ
ー
し
て
い

る
」。
で
す
か
ら
、
少
々
の
リ
ー
ド
で
は
安
心
で
き
な

い
と
い
う
わ
け
で
す
。
（近
藤
選
手
、
こ
の
次
は
頑
張

っ
て
下
さ
い
。
）

男
子
ダ
ブ
ル
ス
決
勝
で
は
、
唯

一
の
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
選
手
、
ハ
リ
ー
が
残

っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
や

は
リ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ペ

ア
の
ス
ピ
ー
ド
は
群
を
抜
い

て
お
り
、
こ
こ
で
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
優
勝
。
女
子

ダ
ブ
ル
ス
も
、
ベ
ラ
ワ
テ
ィ
、
イ
メ
ル
ダ
組
に
対
し

湯
木
、
近
藤
組
は
守
り
に
ま
わ
る
こ
と
が
多
く
、
残

念
な
が
ら
全
種
ロ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
優
勝
と
い
う
結

果
に
な
り
ま
し
た
。

勝
者
に
は
大
き
な
カ
ッ
プ
と
巨
大
な
白
ワ
イ
ン
ポ

ト
ル
が
渡
さ
れ
、
こ
の
大
会
を
終
了
し
ま
し
た
。
こ

れ
だ
け
内
容
の
あ
る
大
会
な
の
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
は
日
本
と
違
い
、
交
通
が
不
便
な
せ
い
か
、
観
客

が
少
な
い
の
は
、
残
念
に
思
い
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
た
最
終
日
に
は
、
何
と
か
席
は

う
ま
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
し
て
も
も
っ
と
多
く
の

人
が
、
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
を
理
解
し
、
支
え
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
数
日
後

の
新
聞
に
は
、
シ
ル
バ
ー
ボ
ウ
ル
は

‐５
年
続
い
て
き
た
け
れ
ど
、
と
て
も
国

の
援
助
な
し

で
は
来
年
か
ら
続
け
ら
れ
な
い
と
、
財
政
的
問
題
も

起
っ
て
き
て
い
ま
す
。
僕
は
こ
の
大
会
が
、
年

々
大

き
く
な

っ
て
ゆ
き
、
も
っ
と
世
界
中

の
人
々
が
関
心

を
集
め
る
よ
う
な
も
の
に
成
長
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

蛇
足
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
試
合
を
最
後
に
、
デ

ン
マ
ー
ク
の
プ
リ
選
手
が
、
現
役
を
退
く
と
い
う

二

ュ
ー
ス
を
聞
き
ま
し
た
。
プ
リ
に
と

っ
て
は
最
後
の

大
会
、
ぜ
ひ
勝

っ
て
帰
り
た
か

っ
た
で
し
よ
う
。
敗

れ
た
と
は
い
え
、
プ
リ
の
プ
レ
ー
は
ご
存
じ
の
と
お

り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
も
強
く
僕
た
ち
の
頭
に
焼

き
つ
い
て
離
れ
な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
今
や
、

疑
い
な
く
、
″
世
界
の
プ
リ
″
と
い
え
る
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
。

一
九
七
九
年
六
月
二
八
日

メ
ル
ボ
ル
ン
に
て

ｒ
”
弓
３
Ｆ

ｃ
●
お̈
覇

”̈Ч
　
　
小
柳
尚
久

鰤
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昭
和
５４
年
度
関
東
学
生
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
選
手
権
大
会
は
、
延
べ
１９
日
間

に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
た
。
梅
雨
明

け
を
思
わ
せ
る
晴
天
続
ぎ
あ
前
半
を
、

大
田
区
立
体
育
館
、
中
央
区
立
体
育

館
、
江
東
区
ス
ポ
ー
ツ
会
館
で
、
そ

し
て
例
年
通
り
、
瞭
雨
に
た
た
ら
れ

た
後
半
戦
を
駒
沢
体
育
館
に
移
し
て

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

Ａ
プ
ロ
ッ
ク
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
は
、

一
人
九
人
が
参
加
し
た
が
、
４
年
生

が
教
育
実
習
に
よ
る
練
習
不
足
の
た

め
か
、
優
勝
候
補
に
あ
げ
ら
れ
て
い

た
第
１
シ
ー
ド
の
坂
本
（
日
大
４
年
）

第
３
シ
ー
ド
の
宮
森

（法
大
４
年
）

が
ベ
ス
ト
８
入
り
で
姿
を
消
し
、
第

２
シ
ー
ド
の
水
内

（早
大
４
年
）
に

至
っ
て
は
３
回
戦
で
青
木

（日
大
２

年
）
に
苦
杯
を
喫
す
る
番
狂
わ
せ
の

連
続
で
あ
っ
た
。

そ
の
中
で
、
第
４
シ
ー
ド
の
西
山

（中
大
２
年
）
が
石
黒
（早
大
４
年
）

冨
田

（法
大
４
年
）
林
田

釜
目
学
４

年
）
を
連
破
し
て
危
げ
な
く
初
優
勝

を
飾
っ
た
。
強
靭
な
脚
力
に
支
え
ら

れ
た
瞬
時
々
々
の
速
い
フ
ッ
ト
ワ
ー

ク
か
ら
繰
り
出
す
ス
マ
ッ
シ
ュ
と
、

守
勢
に
回
っ
た
時
立
茎
だ
さ
を
増
し

た
プ
レ
ー
ス
メ
ン
ト
で
、
男
子
シ
ン

グ
ル
ス
に
お
け
る
西
山
時
代
の
到
米

が
強
く
印
象
づ
け
ら
れ
た
。

決
勝
に
残
っ
た
北
橋

（日
体
大
３

年
）も
宮
森
を
破
っ
て
調
子
に
乗
り
、

すい星・山本美津子,関東を制す

西出時代いよいよ到来か

Bブロック689人の混戦を抜け出し、佐藤が優勝

、ヽ鈴木ニッコ

果 あ し の 女 七  み

果奪ガ,E嬰 管:[今 点

あ
る
ｃ
第
１
シ
ー
ド
の
内
円

（日
女

体
３
年
）を
準
々
決
勝
で
、
川
島
（東

女
体
３
年
）
を
準
決
勝
で
、
そ
し
て

決
勝
で
は
藤
井

（日
体
大
３
年
）
に

圧
勝
し
て
の
初
栄
冠
で
あ
る
。
こ
れ

―
ヤ
ー
と
し
て
、
去
年
の
関
東
選
手

権
で
も
優
勝
し
た
実
績
を
持
つ
が
、

や
や
非
力
な
面
は
否
め
な
い
。
し
か

し
そ
れ
を
速
い
動
き
で
カ
バ
ー
し
今

回
の
決
勝
進
出
と
な
っ
た
。

ベ
ス
ト
４
の
枝

（日
体
大
３
年
）

は
、
攻
撃
力
に
は
抜
群
の
も
の
を
持

つ
が
、
守
勢
に
ま
わ
っ
た
時
の
も
ろ

さ
を
基
露
し
、
藤
井
に
，１１
し
た
。

川
島

（東
女
体
２
年
）
も
大
型
選

手
と
し
て
斎
実
に
力
を
つ
け
て
き
た

が
、
２
ゲ
ー
ム
ロ
後
半
か
ら
フ
ァ
イ

ナ
ル
ゲ
ー
ム
で
は
、
ス
タ
ミ
ナ
不
足

の
た
め
か
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
極
端

に
遅
く
な
る
。
こ
れ
は
ふ
だ
ん
か
ら

の
走
り
こ
み
不
足
に
も
原
因
が
あ
り

そ
う
で
、
内
田
に
も
言
え
る
こ
と
で

響午Aせ 費司り 'た 林老千鷲

ii::[li:亨 ::;
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▲攻撃型の久しぶりの
｀
本格派
″
出本 レ

↑吉  北
さ岡  橋
2       2

T西
さ山
2

あ
る
。
今
大
会
の
山
本
の
活
躍
の
陰
に
隠

れ
た
感
じ
だ
が
、
彼
島
（青
学
２
年
）

と
、
サ
ス
ウ
ポ
ー
の
田
村

（日
体
大

１
年
）が
ベ
ス
ト
８
入
り
を
果
た
し
、

将
来
の
活
躍
が
楽
し
み
で
あ
る
。

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
女
チ
ダ
ブ
ル
ス
は
、

三
十
八
組
が
参
加
し
、
決
勝
は
昨
年

と
同
じ
く
、
藤
井

・
松
枝

（日
体
大

３
年
）
と
、
柴
田

・
川
島

（東
女
体

３
・２
年
）
の
顔
合
わ
せ
と
な
っ
た
。

こ
の
と
こ
ろ
着
実
に
力
を
つ
け
て
き

た
東
女
体
ペ
ア
が
、
日
体
大
ペ
ア
の

ゆ
さ
ぶ
り
を
も
の
と
も
せ
ず
、
初
優

勝
を
飾
っ
た
。

日
女
体
勢
は
、
石
田
、
渡
辺
が
不

出
場
と
は
い
え
、
シ
ン
グ
ル
ス
ベ
ス

ト
８
、
ダ
ブ
ル
ス
ベ
ス
ト
４
止
ま
り

だ
っ
た
の
は
、
や
や
残
念
な
結
果
と

い
えヽ
よ
つ
。

◇
Ａ
プ
ロ
ッ
ク
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

▼
準
々
決
勝

林
　
田

釜
日
学
）

寵 昭 寵 爾
1        1        1      0

玉[ :: 墨]医「
▼

酒 冨 決 宮 上 酒 冨
月券

井 田  本 原 井 田
2        2      2

18 15    15 18 18 7 15
1 1  1 1 1 1 1
16 7    10 17 16 15 3

0       0      1
宮 上  平 水 小 4ヽ

本 原  野 内 浜 倉

百 山 鹿 百 松 藤
体    体

さ 沢 野 △ 枝井
2       2

15 15    18 15
1 1  1 1
3  9    13 9

0       0
言 西 田 官 小 高
千本     女
さ村村埜 野峯

▼             ▼ ◇

藤::I量
:禽
冨
::玉 i][:

爾 爾 m爾 劣
:! 1 lt li lム 」1リ  テ
TY▼ Y π
是層IE‖〔量[業甚[嬰  

ス

▼
準
決
略

西
▼
決
勝

西

山   橋  山
2        2    2

15 15    15 15 15 18
1 1  1 1 1 1
64 66613

0       0    0
北   吉  林

橋    岡  田

◇
Ａ
プ
ロ
ッ
ク
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
　

　

３４

▼
準
々
決
勝

内
　
田

（日
女
体
）

彼

島

（青
学
）

枝

（
日
体
大

）

藤

井

（日
体
大
）

▼
準
決
勝

０
川
　
島

１
　
枝

▼
決
勝山　本２
（‐‐‐‐‐‐３５）０藤　井

◇
Ａ
プ
ロ
ッ
ク
女
子
ダ
ブ
ル
ス

▼
準
々
決
勝

藤   山

井   本
2      2

12 7 11 12 11
1 1 1 1 1
10 11 7 11 2

策 川  賓 山
女    波

杢 島  さ 本
2       2

□□□□
、́
1    _1     1    _1

百 田  言 青

塞村 在木

ｑ
わ
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パ ドミントン界☆ 1979・ 8

10 5

日 畠 目

塞弊野

話墨業塁蓋
2      2

15 15 15 15 6

lb lb lり lb l,61t

l   轟i 塁
1」

◇
Ｂ
プ
ロ
ッ
ク
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

▼
準
決
勝俳」十膝２

（‐５‐５

◇
Ｂ
プ
ロ
ッ
ク
男
子
ダ
ブ
ル
ス

◇
Ｂ
プ
ロ
ッ
ク
女
子
ダ
ブ
ル
ス

▼
準
決
勝一抑女一̈２（‐５‐５

鈴

木

阿
久
沢
２

（専
大
）

▼
決
勝

奇
し
く
も
林
田

（昭
和
５０
年
）
西

山

（昭
和
５２
年
）
両
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
同
士
の
対
決
と
な
っ

▼
準
決
勝
『商繰２
（‐５‐５

瞥̂香蔭讐_言 【_露 藤]瞥言量:景

‐０６）０麟
Ｈ

2      2

15 15 15 15 11
1 1 1 1 1
12 3 12 12 15

0      1
内 青 山 鹿

田 木 沢 野

15 15    15 15
1   1      1   1
9 4    1  5

夏鼻山戻穐中
0上 下 さ 渡 島

▼

浦 柳 決 策 大 加

野生
勝塞沢藤
2

18 12 15
1 1 1
17 15 6

1

百 浦 武
体

沢藤  さ崎野

口  只鈴
笛   
ツ民
2

15 15
1 1
13 12

0
井 和

上 泉

15 16    10 8

策♀平策昌片
壺絵野茎井岡

2     2

11111111
1 1 1 1
2 4  1  3

_0   0

鈴

木
2

1111
1 1
3  7

0
F可

久
沢

◇
Ｂ
プ
ロ
ッ
ク
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

▼
準
決
勝

鈴

木

（専
大
）

阿
久
沢

（専
大
）

▼
決
勝

」還

藤

（専
大
）

片
　
岡

（東
女
体
）

▼
昭
和
５５
年
度
シ
ャ
ト
ル
、
ラ
イ
ン

テ
ー
プ
の
検
定
に
つ
い
て

０
日
時
　
昭
和
５４
年
９
月
２４
日
０

１０
時
か
ら
。

②
場
所
　
若
台
中
学
校
体
育
館

東
京
都
文
一昼
区
春
日
２
１
９
１
５

（地
下
鉄
芝
荷
谷
下
車
徒
歩
７
分

都
バ
ス
小
石
川
４
丁
目
下
車
徒
歩

２
分
）

０
提
出
数
量
　
シ
ャ
ト
ル
水
鳥
、　
一

銘
柄
に
つ
き
右
羽
根

一
打
左
羽
根

一
打
鶴
陸
鳥
、
一
銘
柄
に
つ
き
二
打
。

合
成
、　
一
銘
柄
に
つ
き
六
打
。

ラ
イ
ン
テ
ー
プ
、　
一
銘
柄
に
つ
き

２
コ
ー
ト
分
。

０
規
定
　
本
会
用
具
検
定
規
定
に
よ

り^
υ。

働
検
定
料
　
シ
ヤ
ト
ル
一
銘
柄
に
つ

・
き
三
〇
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

ラ
イ
ン
テ
ー
プ
一
銘
柄
に
つ
き

一

〇
、○
○
○
円

．　
．
　
．●
　
一

く
イ
キ
の
合
っ
た
コ
ン
ピ
を
見
せ
た
柴
田

・
川
島

▼
昭
和
５５
年
度
ラ
ケ
ッ
ト
、
ウ
ェ
ア
、

シ
ュ
ー
ズ
、
ス
ト
リ
ン
グ
ス
の
審

査
に
つ
い
て

０
日
時
　
昭
和
５４
年
９
月
２３
日
０

Ｈ
時
か
ら
。

②
場
所
　
岸
記
念
体
育
館
会
議
ど至

０
提
出
数
量
　
ラ
ケ
ッ
ト
、
シ
ュ
ー

ズ
、
ス
ト
リ
ン
グ
ス
一
銘
柄
に
つ

き
２
点
．^

ウ
ェ
ア
、
新
製
品
の
み
写
真

（５

枚
）
と
現
口鴨

僣
審
査
料
　
一
銘
柄
に
つ
き
ラ
ケ
ッ

ト
、
シ
ュ
ー
ズ
、
ス
ト
リ
ン
グ
ス

〓
一、
○
○
○
円
。

ウ

ェ
ア
、　
一
銘
柄
に
つ
き
五
、
○

Ｏ
Ｏ
円
。

ｏ
申
込
期
限
　
昭
和
５４
年
９
月
５
日

ｏ
申
込
先
　
東
京
都
渋
谷
区
神
南
１

ノ
ー
ノ
ー
　
岸
記
念
体
育
館
内

日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
事
務
局

０
３

・
４
６
７

・
３
１
１
１
　
内

線
３
５
１

17 17

大 加

35

|         _一



西
山
は
、
セ
ど
ア
ィ
ン
グ
で
は
逆
に

ス
マ
ッ
シ
ュ
を
コ
ー
ナ
ー
い
っ
ぱ
い

に
決
め
、
１
ゲ
ー
ム
ロ
を
先
取
し
た
。

２
ゲ
ー
ム
ロ
に
入
る
と
、
林
田
の

配
球
の
粗
さ
が
目
に
つ
く
。
ネ
ッ
ト

前
も
西
山
よ
り
数
段
低
い
位
置
で
の

球
の
処
理
は
、
逆
に
相
手
に
プ
ッ
シ

ュ
を
し
ろ
と
言
わ
ん
ば
か
り
。
中
盤

の
追
い
あ
げ
も
む
な
し
く
、
最
後
は

集
中
力
が
い
っ
ぺ
ん
に
な
く
な
っ
た

か
の
よ
う
に
一
気
に
か
た
が
つ
い
た
。

西
山
は
、
コ
ー
ト
内
で
の
動
き
の

よ
さ
が
他
の
ど
の
選
手
よ
り
も
秀
い

で
、
そ
れ
が
シ
ャ
ト
ル
の
下
へ
は
い

り
込
む
速
さ
の
秘
訣
と
な
っ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
実
際
、　
ハ
イ
バ
ッ
ク

を
用
い
る
機
会
が
き
わ
め
て
少
な
く
、

常
に
十
分
の
体
勢
か
ら
放
つ
ス
マ
ッ

シ
ュ
を
連
打
で
き
る
体
力
を
も
兼
ね

備
え
て
い
る
。

林
田
は
、
レ
シ
ー
ブ
に
ま
わ
っ
た

時
の
イ
ー
ジ
ー
ミ
ス
と
、
ネ
ッ
ト
の

低
さ
で
西
山
に

一
歩
ひ
け
を
と
っ
た

も
の
の
、
攻
撃
型
選
手
同
士
の
、
迫

力
あ
る

一
戦
で
あ
っ
た
。

（学
連

・
野
□
）

西
Ш
×
北
橋

官
森
、
細
谷
、
多
田
と
居
並
ぶ
強

豪
を
撃
破
し
て
決
勝
進
出
を
果
た
し

た
北
橋
は
、
今
大
会
の
台
風
の
目
。

一
方
、
石
黒
、
林
田
を
退
け
、
優

勝
候
補
の
冨
田
と
フ
ァ
イ
ナ
ル
セ
ッ

テ
ィ
ン
グ
の
大
勝
負
を
演
じ
た
西
山

は
、
ガ
然
優
勝
候
補
の
本
命
。
安
定

し
た
地
力
に
対
し
、
今
回
乗
り
に
乗

っ
て
い
る
北
橋
が
ど
の
よ

つ
な
勝
負

を
い
ど
む
か
が
、
決
勝
戦
の
み
ど
こ

ろ
と
な
っ
た
。

こ
の
二
人
、
ど
ち
ら
も
滋
賀
県
は

比
叡
山
高
校
の
出
身
。
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
で
は
、
母
校
を
背
負
っ
て
立
っ
た

一
年
違
い
の
エ
ー
ス
同
士
で
あ
る
。

１
ゲ
ー
ム
ロ
、
西
山
の
足
回
り
に

は
、
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
下

士
身
の
安
定
度
が
そ
の
ま
ま
シ
ョ
ッ

ト
の
正
確
さ
と
な
っ
て
、
ゆ
と
り
あ

る
試
合
運
び
を
す
る
西
山
。
対
す
る

北
橋
に
は
、
ミ
ス
が
め
だ
つ
。

２
ゲ
ー
ム
ロ
に
入
っ
て
も
試
合
の

流
れ
は
変
ら
ず
、
西
山
は
北
橋
の
ミ

ス
を
し
っ
く
り
待
っ
て
攻
め
る
。
決

勝
と
呼
ぶ
に
は
、
西
山
の
強
さ
ば
か

り
が
目
立
っ
た
試
合
内
容
で
あ
っ
た
。

（
窪

・
逼

屋
田

・
酒
丼
×
上
原

。
宮
本

昨
年
の
イ
ン
カ
レ
第
３
位
、
１
年

の
時
か
ら
ペ
ア
を
組
み
、
名
実
共
に

学
生
界
Ｍ
ｌ
の
冨
田

・
酒
井
。
対
す

る
上
原

・
宮
本
は
ペ
ア
を
組
ん
で
ま

だ
４
ヵ
月
足
ら
ず
の
新
鋭
。

出
だ
し
、　
レ
シ
ー
ブ
ミ
ス
の
目
立

つ
冨
田

・
酒
井
は
や
や
緊
張
し
た
面

持
ち
。
冨
田
の
ス
マ
ッ
シ
ュ
と
酒
井

の
一則
衛
が
う
ま
く
か
み
合
わ
な
い
。

そ
れ
に
対
し
若
い
上
原

・
宮
本
は

果
敢
に
打
っ
て
出
る
。
し
か
し
中
盤

か
ら

一
進

一
退
の
ゲ
ー
ム
展
開
と
な

る
と
、
そ
こ
は
冨
田

・
酒
井
の
方
が

一
枚
上
手
と
い
う
も
の
。
レ
シ
ー
ブ

に
ま
わ
り
な
が
ら
も
、
自
ら
の
ペ
ー

ス
を
立
て
直
し
、
１
ゲ
ー
ム
ロ
を
先

取
し
た
。

２
ゲ
ー
ム
ロ
は
な
か
な
か
見
ご
た

え
の
あ
る
ラ
リ
ー
の
応
酬
。
追
い
つ

追
わ
れ
つ
の
ま
ま
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ

ヘ

と
も
つ
れ
込
ん
だ
が
、
数
多
く
の
修

羅
場
を
く
ぐ
り
ぬ
け
て
き
た
経
験
豊

富
な
冨
田

・
酒
井
が
１
ゲ
ー
ム
ロ
同

様
逃
げ
き
り
、
勝
負
を
決
め
た
。

試
今
後
、
冨
田
選
手
の
話
に
も
あ

る
よ
う
に
、
第
１
シ
ー
ド
で
あ
る
と

い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
い
つ
も
よ
り

身
体
の
き
れ
が
悪
く
、
思
い
通
り
の

試
合
内
容
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

優
勝
の
喜
び
よ
り
は
、
や
っ
と
お

ろ
せ
た
重
荷
に
ホ
ッ
と
し
た
冨
田

・

酒
井
両
選
手
だ
っ
た
。含子
連

・
恩
田
）

山
本
×
川
島

山
本
が
第
１
シ
ー
ド
の
内
田
を
破

り
、
川
島
が
第
４
シ
ー
ド
の
鹿
野
を

破
る
と
い
っ
た
予
想
外
の
顔
合
わ
せ

と
な
っ
た
。
山
本
は
、
昨
年
の
新
入

戦
で
も
活
躍
し
、
進
境
著
し
い
成
長

ぶ
り
と
い
え
る
。
川
島
は
、
早
く
か

ら
大
型
新
人
と
期
待
さ
れ
て
い
る
選

手
で
、
攻
撃
の
よ
さ
に
定
評
が
あ
る
。

１
ゲ
ー
ム
ロ
、
山
本
が
四
隅
を
て

い
ね
い
に
つ
く
プ
レ
ー
で
い
き
な
り

５
１
０
と
リ
ー
ド
。
こ
れ
に
対
し
川

島
は
、
ス
マ
ィ
ン
ュ
を
ネ
ッ
ト
に
ひ

っ
か
け
る
な
ど
の
ミ
ス
が
目
立
ち
、

彼
女
の
プ
レ
ー
が
見
ら
れ
な
い
。

２
ゲ
ー
ム
ロ
に
入
っ
て
も
川
島
の

動
き
は
に
ぶ
く
、
山
本
の
て
い
ね
い

な
プ
レ
ー
が
光
る
ば
か
り
。

後
半
、
や
っ
と
調
子
を
と
り
も
ど

し
た
川
島
は
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ

ヘ
と
ゲ

ー
ム
を
持
ち
込
ん
だ
が
、
時
す
で
に

遅
Ｌ

山
本
の
決
勝
進
出
が
決
っ
た
。

（窪

・
合

）

山
軍
今
×
藤
至
対

両
者
３
年
生
同
士
。
藤
井
は
技
巧

派
、
山
本
は
男
子
顔
負
け
の
パ
ワ
フ

ル
な
プ
レ
ー
。

１
、
２
ゲ
ー
ム
を
通
し
、
山
本
の

力
強
い
ス
マ
ッ
シ
ュ
と
ク
ロ
ス
ヘ
の

速
い
カ
ッ
ト
が
思
う
よ
う
に
決
ま
っ

た
。
藤
井
も
速
い
ク
リ
ア
ー
と
ネ
ッ

ト
プ
レ
ー
で
対
抗
し
た
が
、
ま
ま
な

ら
ず
と
い
っ
た
感
じ
だ
っ
た
。

山
本
は
身
長
の
高
い
選
手
に
し
て

は
、
動
き
も
速
く
、
こ
ま
か
い
プ
レ

ー
も
う
ま
く
こ
な
し
て
い
た
。
こ
れ

か
ら
が
楽
し
み
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
。

試
合
後
、

「イ
ン
カ
レ
で
は
ぜ
ひ

８
入
り
を
し
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
に

出
場
し
た
い
」
と
語
っ
て
い
た
の
が

山冒
各
明
だ
っ
た
。

（』
車
運
・
い綸
Ｎ
）

柴
田

。
川
島
×
藤
丼

。
松
枝

予
想
通
り
の
顔
合
わ
せ
と
な
っ
た

こ
の
対
戦
、
昨
年
は
藤
井

・
松
枝
に

軍
配
が
あ
が
っ
て
い
る
。
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１
ゲ
ー
ム
ロ
、
ど
ち
ら
も
自
分
た

ち
の
ペ
ー
ス
が
つ
か
め
な
い
。
し
か

し
先
に
攻
撃
の
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
ん

だ
柴
田

・
川
島
が
逃
げ
き
り
２
ゲ
ー

ム
ロ
に
入
る
。

今
日
の
柴
田
は
サ
ー
プ
が
非
常
に

良
か
っ
た
。
ま
た
、
ミ
ス
が
多
い
と

言
わ
れ
て
い
た
川
島
も
、
柴
田
の
好

り
―
ド
で
ス
マ
ッ
シ
ュ
が
冴
え
、
２

人
の
息
は
ピ
ッ
タ
リ
。

最
後
の
１
ポ
イ
ン
ト
が
ス
マ
ッ
シ

ュ
の
ネ
ッ
ト
イ
ン
で
決
ま
っ
た
、
と

い
う
こ
と
に
も
表
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
こ
の
大
会
、
柴
田

・
川
島
が
い

か
に
精
神
面
、
技
術
面
で
充
実
し
て

い
た
か
を
語
っ
て
い
る
。

２
人
は
、
準
決
勝
の
内
田

。
青
木

戦
に
比
べ
る
と
、
試
合
前
は
ず
い
ぶ

ん
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
た
と
言
っ
て

い
る
。
た
だ
思
い
き
リ
プ
レ
ー
す
る

こ
と
だ
け
を
頭
に
お
い
て
い
た
と
い

う
◇
そ
の
無
心
が
勝
利
に
つ
な
が
っ

た
の
だ
ろ
う
。

春
季
リ
ー
グ
で
は
互
い
に
ペ
ア
を

組
み
か
え
て
い
た
が
、
色
々
な
人
と

の
ダ
ブ
ル
ス
で
技
術
的
な
勉
強
が
で

き
、
今
大
会
で
は
そ
の
成
果
が
み
ご

と
に
実
り
、
満
足
げ
に
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
に
答
え
て
く
れ
た
。（岸
高
年

ビ
晟
∪

バ ドミントン界☆ 1979・ 8

▲銭谷と大接戦を演じたハリヤント

優勝したダニーレ

湯木と対戦するベラワティ▼

▼談笑するイメルダと銭谷
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'部 部`誌
″
「しヽとる」刊行によせて

笑い、怒り、喜び、

悲 Lんだ 1年間

同部女子顧問 /1、り|1 1多

神奈川県立城出高

'79しやとる
県立城山高校

バ ドミントン都女子

．
ト
ッ
プ
プ
レ
ト
ヤ
ト
か
ら
初
．心
者

ま
で
い
老
若
男
女
を
問
わ
ず
バ
■
ミ

ツ
ト
ウ
の

″
熱
沖
″
次
口
億
、
増
加

の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
が
、
ク

ラ
ブ
を
創
設
し
、　
一
人
前
の
立
派
な

ク
ラ
ブ
を
育
て
る
こ
と
は
容
易
な
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
こ
に
紹
介

い
た
し
ま
す
、
部
誌

「し
ゃ
と
る
」
に
は
、
神
奈
川
県
城

山
高
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
の
、
誕
生

か
ら
今
日
は
で
が
赤
裸
々
に
織
ち
れ

て
い
ま
す
。

一
誰
に
で
も‐―
体
験
の
み
る
、
入
部
、

練
習

‐、
試
合
の
感
動
を
、
今

一
度
こ

の

「
ｔ
ゃ
せ
る
■
を
通
し
て
、
思

い

出
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

昭
和
五
十
二
年
四
月
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
顧
間
に

素
人
の
私
が
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
つ
い
て
も
、
部
経
営
に
つ
い
て

も
何

一
つ
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の

一
年
間
は
ま

っ
た
く
の
手
さ
ぐ
り
の
状
態
で
、
当
初

‐２
名

い
た
部
員
達
も
私
を
顧
問
と
し
て
迎
え
、
練
習

に
も
部
経
営
に
も
私
の
気
持
と
食

い
違
い
が
は
な
は

だ
し
く
、大
変
苦
労
い
た
し
ま
し
た
。
幸

い
な
こ
と
に

本
校
の
部
員
は
素
真
な
性
格
で
あ
り
、
練
習
熱
心
で

一言
い
か
え
れ
ば
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
好
き
で
好
き
で
し

ょ
う
が
な
い
と
い
う
気
持
を
持

っ
て
い
ま
し
た
。

な
ぜ
こ
ん
な
に
夢
中
に
な
り
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に

の
め
り
込
ん
で
し
ま

っ
た
の
か
、
そ
れ
は
前
述
し
た

生
徒
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
愛
す
る
気
持
と
、
元
来
、

ス
ポ
ー
ツ
好
き
で
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
生
徒
と
接
触

を
計
り
、
学
校
生
活
を
相
互
に
充
実
し
た
も
の
に
し

た
い
と
思

っ
て
い
た
私
に
と
っ
て
格
好
の
場
で
あ
り

ま
し
た
。

体
当
た
り
で
毎
日

一
緒
に
汗
を
流
し
、
そ
の
中
で

プ
レ
ー
す
る
こ
と
の
苦
し
さ
楽
し
さ
を
少
し
ず

つ
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
練
習
や
試
合
後
等
に
日
誌

を
つ
け
さ
せ
、
感
想
文
を
書
か
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

徐
々
に
部
員
の
考
え
や
部
の
活
動
に
対
す
る
姿
勢
を

感
じ
取
り
ま
し
た
。

部
誌

「
し
ゃ
と
る
」
は
、
部
員
達
に
日
頃
の
練
習

の
反
省
を
求
め
整
理
を
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
次

ヘ

の
進
歩
を
促
し
た
も
の
で
す
。
部
員
の
全
員
が
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
を
高
校
で
始
め
ま
し
た
。
記
載
さ
れ
て
い

る
も
の
は
、
わ
か
り
切
っ
た
初
歩
的
な
こ
と
ば
か
り

で
す
が
、
部
員
と
私
の
成
長
の
過
程
な
の
で
す
。

本
校
は
、
こ
の
二
月
に
二
回
目
の
卒
業
生
を
送
り

出
し
ま
し
た
。
当
部
の
四
人
の
卒
業
生
に
と
っ
て
、

部
誌

「
し
ゃ
と
る
」
は
素
晴
ら
し
い
記
念
品
と
な
り

ま
し
た
。
部
員
達
は

一
年
間
、　
コ
ツ
コ
ツ
と
努
力
を

積
み
重
ね
、
こ
の

「
し
ゃ
と
る
」
に
よ

っ
て
区
切
り

を
つ
け
、
な
お

一
層
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
て
い

ま
す
。
四
月
、
新
入
生
を
迎
え

に
部
員
数
も
増
え
、
皆
、

グ
に
励
ん
で
い
ま
す
。

、　
一
挙
に
倍
の
二
十
八
名

張
り
切
っ
て
ト
レ
ー

ニ
ン

校バドミントン部｀
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◆
思
い
出

何
も
で
き
な
か
っ
た
私
が

小
山
秀
子

初
め
て
部
活
に
出
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま

す
。

い
き
な
り
校
舎
東
側
の
階
段
を
五
階
ま
で
十
往

復
、
走
ら
さ
れ
ま
し
た
。
や
は
り
先
輩
は
速
く
、
「
フ
ァ

イ
ト
ー
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
だ
校
庭

も
整
地
が
で
き
て
な
く
、
フ
エ
ン
ス
が
張

っ
て
あ
る

所
が
草
が
生
え
て
い
る
土
手
だ
っ
た
。
野
球
部

・
サ

ッ
カ
ー
部

・
剣
道
部
、
そ
し
て
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
と

入
り
乱
れ
て
や
っ
て
い
た
。
キ
ャ
ツ
チ
ボ
ー
ル
を
し

て
い
る
所
を
、
す
り
ぬ
け
て
マ
ラ
ソ
ン
を
し
た
。
サ

ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
が
頭
に
ぶ
つ
か
っ
た
人
も
い
た
っ
け
＾

そ
れ
か
ら
八
王
子
体
育
館

へ
の
遠
征
。
館
内
は
暑
く

て
仕
方
が
な
か
っ
た
。
だ
け
ど
唯

一
の
シ
ャ
ト
ル
が

飛
ぶ
場
所
だ
っ
た
。

そ
し
て
試
合
。
城
山
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
、

い
つ
も
負
け
て
ば
か
り
。
出
れ
ば
負
け
る
で
、
無
勝

を
誇
る
よ
う
な
そ
ん
な
部
だ
っ
た
。
試
合
で
帰
り
が

遅
く
な
る
の
は
、　
一
度
も
な
か
っ
た
。
そ
の
う
ち
に

「城
山
と
当
た
る
の
で
よ
か
っ
た
」。
そ
ん
な
ふ
う
に

ま
で
言
わ
れ
る
よ
う
な
私
達
だ
っ
た
。

九
月
二
十
三
日
。
麻
溝
台
高
校
で
の
新
入
戦
で
、

皆
で
泣
い
た
こ
と
。
私
は
絶
対
忘
れ
な

い
、
忘
れ
ら

れ
な
い
。
二
年
生
が
二
人
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
け
ど
、

皆
頑
張
る
と
言

っ
て
く
れ
た
時
の
泣
顔
と
言
葉
が
強

く
思

い
出
さ
れ
る
。
そ
し
て
初
め
て
の
城
山
高
校
か

ら
の
優
勝
。
初
め
て
の
勝
つ
喜
び
、
一涙
。
く
ち
ゃ
く

ち
ゃ
に
な
る
ま
で
泣

い
て
し
ま

っ
た
。
他
人
に
し
て

み
れ
ば
、
な
ん
で
も
な

い
が
、
四
年
間
の
道
の
り
だ

っ
た
。

努

力

を

し
よ

う

浜
野
登
志
子

反
省
す
る
こ
と
も
大
切
だ
け
ど
、
で
も
く
よ
く
よ

し
な
い
で
、
嬉
し
か
っ
た
こ
と
を
思

い
出
し
て
、
そ

の
感
動
を
も
う

一
度
感
じ
る
た
め
に
努
力
す
る
こ
と

を
大
切
し
た
い
。
そ
う
、
例
え
ば
、
初
め
て
試
合
に

勝

っ
た
時
の
こ
と
と
か

（真
実
は
、
練
習
試
合
で
勝

っ
た
の
で
す
が
、
私
に
と
っ
て
唯

一
の
勝
利
だ
っ
た

の
で
す
）。

私
に
は
前
進
あ
る
の
み
′

皆
さ
ん
、
「
フ
ァ
イ
ト
」
で
す
よ
。

じ

ゃ
あ

　
ま
た

ね

川
俣
由
美
子

練
習
が
終
わ

っ
て
飲
む
そ
の
時
の
水
の
う
ま
さ
″

「
お
い
し
さ
」
と
言
う
言
葉
で
は
ダ
メ
な
の
）
ペ

ッ

コ
ペ
コ
の
お
な
か
に
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
や
肉
ま
ん

は
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
誘
惑
で
し
た
。

心
を
割

っ
て
話
を
し
、
笑
い
、
泣
く
こ
と
の
で
き

る
時
は
、
今
し
か
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
青
空
を

見
て
、
素
直
な
心
で
、
「あ
あ
′
さ
れ
い
だ
な
あ
」
と

思
え
る
心
を
、
い
つ
も
持
ち
続
け
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

し
ば
ら
く
し
て
、
ひ
ょ
っ
こ
り
と
、
ラ
ケ
ッ
ト
を

抱
え
て
行
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
時
は
、
大

っ

き
な
声
で
呼
ん
で
下
さ
い
ね
。
そ
の
時
ま
で
お
元
気

で
。
し
や
あ
、
ま
た
ね
。

一
、
二
年
生
へ

一
言

宮
下
陽
子

高
校

へ
入
学
し
て
思

い
ま
し
た
。
高
校
生
活
を
、

た
だ
勉
強
す
る
場
だ
け
で
終
わ
ら
せ
て
は
つ
ま
ら
な

い
。
と
に
か
く
体
を
動
か
そ
う
…
…
そ
う
思

っ
て
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
を
選
び
ま
し
た
。
そ
の
頃
の
部
活
動
と

一言
っ
た
ら
、
今
の

一
、
二
年
生
に
は
想
像
で
き
な

い

状
況
の
中
で
行
わ
れ
た
の
で
し
た
。
グ
ラ
ン
ド
は
整

備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
雨
の
降

っ
た
後
は
グ
シ
ャ
グ
シ

ャ
、
風
の
強
い
日
は
砂
ぼ
こ
り
、
ま
わ
り
の
土
手
は

草
ぼ
う
ぼ
う
、
石
こ
ろ
だ
ら
け
…
…
で
も
そ
の
よ
う

な
中
で
も
、
と
て
も
よ
く
ま
と
ま

っ
て
い
ま
し
た
。
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「
じ
や
と
る
」
誌
の
楽
し
い
べ
―
ジ

:紹
1介

::10::

〃
お
願
～
い
〃

〃私
の
食
べ
な
い
で
〃

◆
先
輩
か
ら
後
輩

ヘ

し

や
と

る
に
託

し

て

佐
藤
直
美

私
が
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
味
を
覚
え
た
の
は
、
相
原

高
の
校
庭
の
片
隅
の
土
臭
く
、
ほ
こ
り
臭

い
毎
日
の

練
習
か
ら
だ
っ
た
。
草
は
ら
（し
か
も
勾
配
の
あ
る
）

に
ネ

ッ
ト
を
張
り
、
風
向
き
に
逆
ら
っ
て
シ
ャ
ト
ル

を
打

っ
た
あ
の
日
。
夢
中
だ
っ
た
。
試
合
の
こ
と
な

ん
か
考
え
る
余
裕
は
な
か
っ
た
。
毎
日
の
練
習
の
ノ

ル
マ
を
完
全
に
消
化
す
る
こ
と
し
か
頭
に
な
か
っ
た
。

時
に
は

一
周
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
農
道
を
十
周
ま
わ

っ
た
。
夏
は
農
道
を
囲
む

一
面
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
畑

が
、
自
分
達
の
身
長
よ
り
高
く
な
る
と
、
適
当
に
隠

れ
て
ゆ

っ
く
り
走

っ
た
り
し
た
。

初
め
て
決
ま

っ
た
ス
マ
ッ
シ
ュ
。

こ
の
味
こ
そ
、

本
物
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
味
な
ん
だ
と
言

い
聞
か
せ
、

周
囲
の
反
対
を
無
理
矢
理
押
し
切
っ
て
、
私
は
バ
ド

ミ
ン
ト

ン
を
続
け
た
。
私
が
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
捨
て

な
か
っ
た
の
は
、
後
輩
達
に
本
物
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

の
味
を
知

っ
て
ほ
し
か
っ
た
か
ら
だ
。
そ
し
て
燃
え

て
ほ
し
か
っ
た
。
私
達
が
満
足
に
プ
レ
ー
で
き
な
か

っ
た
代
わ
り
に
、
思
う
存
分
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
か

っ
た
の
だ
。

シ
ャ
ト
ル
は
生
き
て
い
る
。
再
び
鳥
に
帰

っ
た
か

の
よ
う
に
宙
を
飛
翔
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
生
か
す

も
殺
す
も
本
人
次
第
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な

い
で
ほ

し
い
。

40

13:|

10ま
111  1  11

∫■ 1蟄

３
■



◆

一
年
を
振
り
返

っ
て

今
日
ま
で
を
振
り
返
っ
て

榎
本
美
由
紀

私
が
人
部
し
た
時
、
新
入
部
員
は
９
人
で
し
た
。

で
も
皆
、
色

々
な
事
情
が
あ
り
、　
一
人
や
め
、
二
人

や
め
…
…
現
在
残

っ
て
い
る
の
は
、
私
と
中
原
さ
ん

の
二
人
き
り
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

人
数
が
少
な
い
の
は
仕
方
が
な
い
こ
と
だ
と
思

っ

て
も
、
試
合
形
式
で
や
り
た
く
て
も
で
き
な
い
時
、

人
数
が
多

い
軟
式
テ

ニ
ス
の
女
子
な
ど
が
、
羨
ま
し

く
、
妬
ま
し
く
さ
え
感
じ
ま
し
た
。
今
日
ま
で
や
っ

て
こ
ら
れ
た
の
は
、
中
原
さ
ん
と
２
人
だ
か
ら
だ
と

思

い
ま
す
。
私
が
弱
気
に
な

っ
て
い
る
時
、
自
分
だ

っ
て
辛

い
の
に
、
私
を
励
ま
し
て
く
れ
て
、
本
当
に

中
原
さ
ん
に
は
、
言
葉
で
言
い
表
せ
な
い
く
ら
い
の

感
謝
の
気
持
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

こ
の

一
年

中
原
弘
美

今
、
振
り
返
る
と
、
こ
の

一
年
は
長

い
よ
う
で
短

か
か
っ
た
。
私
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
特
別
好
き
で

人
部
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が

好
き
だ
」
と
気
づ
い
た
の
は
、
最
近
だ
っ
た
。

初
め
、
私
達
が
入
部
し
た
時
に
は
、
九
人
ぐ
ら
い

い
た
と
思
う
。
そ
れ
が
今
で
は
、
た
っ
た
の
二
人
、

自
分
で
も
よ
く
こ
こ
ま
で
き
た
と
思
う
。
私
は

一
年

の
時
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
真
面
目
に
練
習
に
出

た
方
だ
と
は
言
え
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
人
数
が
少
な

く
な
り
、
二
人
だ
け
に
な

っ
た
時
は
、
休
み
た
く
て

も
休
め
な
か
っ
た
。
「自
分
が
休
め
ば
、
榎
本
さ
ん
が

一
人
に
な

っ
て
し
ま
う
」
そ
う
思

っ
て
。
多
分
、
榎

本
さ
ん
も
、
そ
う

い
う
気
持
ち
に
な

っ
た
こ
と
が
あ

る
と
思
う
。

一
年
生
は
、　
一
人
も
欠
け
る
こ
と
な
く
こ
の
ま
ま
、

い
つ
ま
で
も
頑
張

っ
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
。

マ
ネ

ー
ジ

ヤ
ー

と

し

て

佐
藤
直
子

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
入
部
し
て
、
も
う

一
年
余

り
。
満
足
な
仕
事
も
余
り
で
き
な
い
ま
ま
、　
一
年
も

経

っ
て
し
ま
っ
た
の
か
と
今
に
な

っ
て
、
悔
や
ま
れ

ま
す
。
で
も
そ
ん
な
怠
慢
な

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
皆
よ
く
頑
張

っ
て
き
た
と
思

い

ま
す
。
今
ま
で
本
当
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ

っ
て
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
が
な
く
な

っ
て
し
ま
う
よ
う
な
と

こ
ろ
ま
で
落
ち
込
ん
だ
け
れ
ど
、
榎
本
さ
ん
と
中
原

さ
ん
の
頑
張
り
が
き
い
て
こ
こ
ま
で
き
た
の
だ
と
思

う
の
で
す
。
そ
の
か
い
が
あ

っ
た
の
か
、
去
年
は
中

原
さ
ん
が
北
相
地
区
で
優
勝
を
し
ま
し
た
。
そ
の
時

の
感
動
と
い
っ
た
ら
、
も
う
口
で
言
い
表
わ
せ
な
い

く
ら
い
の
も
の
で
し
た
。
や
は
り
こ
こ
ま
で
こ
れ
た

の
は
、
二
人
き
り
の
二
年
生
に
な

っ
て
も
く
じ
け
ず
、

ど
ん
な
辛

い
こ
と
に
も
耐
え
て
き
た
か
ら
だ
と
思

い

ま
す
。　
一
年
生
も
そ
ん
な
ド
根
性
の
先
輩
達
を
見
習

っ
て
練
習
に
励
ん
で
は
し
い
と
思

い
ま
す
。

こ
の

一
年

武
内
里
美

練
習
の
こ
と
と
思

い
出
せ
ば
、
苦
し
か
っ
た
こ
と

が
思
い
出
さ
れ
る
。
手
に
ま
め
が
で
き
て
ラ
ケ
ッ
ト

が
思
う
よ
う
に
振
れ
な
か
っ
た
り
、
ノ
ッ
ク
の
時
、

い
つ
も
最
後
に
な
る
と

へ
ば

っ
て
し
ま

っ
た
が
、
ど

う
に
か
こ
こ
ま
で
や
っ
て
こ
れ
た
。

そ
れ
な
の
に
私
は
今
に
な

っ
て
先
生
や
先
輩
、
仲

間
達
を
裏
切
る
よ
う
に
く
し
け
て
し
ま

っ
た
。
そ
ん

な
私
を
皆
は
い
つ
も
と
変
ら
ず
、
励
ま
し
て
く
れ
た
。

も
し
、
こ
こ
で
私
が
本
当
に
退
部
し
て
い
た
ら
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
と
共
に
先
輩
や
友
達
の
友
情
も

一
緒
に

失

っ
て
い
た
と
思

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
三
度

と

く
じ
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、　
一
生
懸
命
頑
張
り

た
い
と
思

い
ま
す
。

部

活
動
を

や

つ
て
き

て

佐
々
木
美
知
子

私
は
、
十
月
の
初
め
に
、
皆
よ
り
遅
れ
て
、
こ
の

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
に
入
り
ま
し
た
。
十
月
ま
で
は
、

学
校
に
来
て
勉
強
を
や

っ
て
、
サ

ッ
サ
と
あ
の
混
む

バ
ス
に
乗

っ
て
家
に
帰

っ
て
い
た
の
で
す
。
な
ん
か

友
達
も
少
な

い
し
物
足
り
な
さ
が
あ

っ
た
の
で
す
。

そ
れ
と
、
お
正
月
に
は
い
つ
も
の
よ
う

に
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
を
し
て
い
た
し
、
好
き
だ
っ
た
の
で
す
。

こ
れ

が
私
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

へ
入
っ
た
き
っ
か
け
で
し
た
。

入
部
し
て

一
ヵ
月
目
は
本
当
に
自
信
が
な
く
不
安

ば
か
り
だ
っ
た
。
そ
し
て
や
る
こ
と
と
き
た
ら
、
素

振
り
と

ハ
イ
ク
リ
ヤ
ー
ば
か
り
だ
っ
た
。　
い
つ
も
皆

の
よ
う
に
早
く
上
手
に
打
ち
た
い
と
思

っ
て
い
た
の

で
す
。
そ
ん
な
日
々
が
続
き
、
い
つ
の
間
に
か
四
ヵ

・月
が
経

っ
た
今
、
ど
う
に
か
皆
と
同
じ
こ
と
を
や
れ

る
よ
う
に
な
り
、
仲
良
く
な
れ
ま
し
た
。

今朝の調子は?
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バ ドミン トン界☆ 1979・ 8

海
外
ト
ピ
ッ
ク
ス

友
枝
康
子

●●

リ
ム
ｏ
ス
イ
・

″キ
ン
グ
・
オ
ブ
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
″

中
部
ジ
ャ
ワ
の
カ
グ
ス
に
生
ま
れ

た
リ
ム
に
は
、　
ユ
ー
バ
ー
杯
選
手
だ

っ
た
メ
ガ

・
イ
ナ
ワ
チ
、
メ
ガ

・
イ

ダ
ワ
チ
の
二
人
の
姉
が
い
る
。
早
く

か
ら
ラ
ケ
ッ
ト
を
握
り
、
十
歳
で
す

で
に
い
っ
ぱ
し
の
ち
び
っ
子
プ
レ
ー

ヤ
ー
だ
っ
た
。　
一
九
七
二
年
に
は
国

内
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
に
優
勝
。
次
の

年
に
は
、
世
界
男
子
ダ
ブ
ル
ス
・
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
だ
っ
た
チ
ュ
ン
チ
ュ
ン

を
破
り
、
七
回
連
続
優
勝
を
狙
う
無

敵
の
ハ
ル
ト
ノ
の
か
げ
で
目
立
た
ぬ

な
が
ら
、
全
英
選
手
権
に
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
初
登
場

し
た
。
一
九
七
四
年
九
月
の
ア
ジ
ア
大
会

で
は
、
最
強
チ
ー
ム
を
送
っ
て
初
参

加
す
る
生
国
勢
の
力
を
瀬
踏
み
し
よ

う
と
、　
ハ
ル
ト
ノ
を
出
し
惜
し
ん
だ

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
二
戦
級
の
リ
ム

や
マ
ル
ジ
ャ
ン
ト
を
出
場
さ
せ
た
。

ハ
ル
ト
ノ
と
の
対
戦
を
妨
げ
ら
れ
て

憤
満
や
る
か
た
な
い
中
国
勢
に
、
リ

ム
は
手
も
足
も
出
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
遠
征
も
若
い
リ
ム

に
は
無
駄
で
は
な
く
、
腕
も
上
が
り
、

国
際
舞
台
で
の
経
験
を
重
ね
る
に
つ

れ
て
、
持
前
の
弾
丸
の
よ
つ
な
ス
マ

ッ
シ
ュ
も
つ
ま
く
使
い
こ
な
せ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
翌
年
マ
レ
ー
シ
ア
で

の
第
３
回
世
界
選
手
権
招
待
試
合
で

は
優
勝
を
果
た
し
た
。

一
九
七
六
年
の
全
英
選
手
権
で
は
、

ハ
ル
ト
ノ
に
決
勝
で
敗
れ
た
が
、
そ

の
試
合
ぶ
り
か
ら
、
八
度
日
の
タ
イ

ト
ル
を
目
指
す

ハ
ル
ト
ノ
の
た
め
に

試
合
を

「投
げ
る
」
よ
う
に
頼
ま
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
取
沙
汰
さ
れ
た
。

同
じ
年
、
イ
ン
ド
の
ハ
イ
デ
ラ
バ

ッ
ド
で
の
ア
ジ
ア

・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

連
盟
選
手
権
で
は
宿
敵
の
中
国
選
手

に
翻
弄
さ
れ
た
。

多
く
の
批
評
家
は
、　
ハ
ル
ト
ノ
と

比
較
し
て
、
神
経
過
敏
な
こ
と
と
、

作
戦
の
こ
ま
か
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
理

解
不
足
か
ら
、
と
て
も
ハ
ル
ト
ノ
に

は
及
ば
な
い
と
言
っ
て
い
た
。

一
九
七
七
年
、
全
英
選
手
権
、　
マ

ル
メ
の
世
界
選
手
権
を
経
験
し
た
後

の
リ
ム
は
、
し
ば
ら
く
の
休
養
の
後
、

さ
っ
そ
う
と
ウ
ェ
ン
ブ
レ
ー
に
舞
い

戻
っ
た
。
す
で
に
８
回
優
勝
し
、
前

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
デ
ル
フ
ス
を
準
決

勝
で
降
し
た
ハ
ル
ト
ノ
を
ス
ト
レ
ー

ト
で
破
り
全
英
選
手
権
を
獲
得
。
今

回
は
逆
に
ハ
ル
ト
ノ
が
試
合
を

「投

げ
る
」
よ
う
指
示
さ
れ
た
と
噂
さ
れ

た
。　
ハ
ル
ト
ノ
は
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
、
過
去
の
人
で
あ
り
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
は
新
し
い
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
必

要
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

真
偽
は
と
も
か
く
、
こ
れ
で
自
信

を
つ
け
た
リ
ム
は
、
技
も
円
熟
し
た

よ
つ
に
見
え
た
。
同
十
二
月
の
ア
ジ

ア
大
会
で
は
宿
敵
中
国
勢
を
破
り
金

メ
グ
ル
を
手
に
し
た
。

一
九
七
九
年
の
全
英
選
手
権
、
東

京
に
お
け
る
ワ
ー
ル
ド

・
カ
ッ
プ
で

の
優
勝
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
絶
頂
期

の
ハ
ル
ト
ノ
の
域
に
は
ま
だ
達
し
て

い
な
い
と
評
す
る
人
も
多
い
。

冷
静
な
そ
の
表
情
の
か
げ
に
は
、

激
し
い
練
習
の
日
々
が
あ
る
。
主
な

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
前
の
四
か
月
は
、
週

六
日
の
練
習
が
続
く
。
学
業
も
そ
の

他
の
こ
と
も
最
少
限
に
押
さ
え
ら
れ

る
。
あ
の
ス
マ
ッ
シ
ュ
を
打
ち
お
ろ

す
時
四
フ
ィ
ー
ト
跳
び
上
る
た
め
に

は
、
ス
ピ
ー
ド
と
バ
ネ
が
必
要
だ
。

十
年
に
わ
た
る
ハ
ル
ト
ノ
と
同
じ
修

練
を
積
み
、
同
じ
犠
牲
を
払
お
う
と

し
て
い
る
。
リ
ム
の
一
番
く
つ
ろ
げ

る
の
は
、
「
モ
ダ
ン
・
ミ
ヽ
ュ
ー
ジ
ツ
ク
」

を
聴
い
て
い
る
時
だ
と
い
う
。

（バ
ド
ミ
ン
ト
ン
。
一
九
七
九
年

五
月
号
）

リ
ム

ス

イ

。
キ

ン
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鋼
鉄
の
手
首
を
持
っ
た
男

銀
の
さ
じ
を
く
わ
え
て
生
ま
れ
る

人
も
い
れ
ば
、
鋼
鉄
の
筋
金
入
り
の

手
首
を
持
っ
て
生
ま
れ
る
人
も
い
る
。

ミ
ス
タ
ー

・
バ
ッ
ク
ハ
ン
ド
こ
と
、

デ
ン
マ
ー
ク
の
フ
レ
ミ
ン
グ

・
デ
ル

フ
ス
で
あ
る
。

「あ
の
す
ご
い
バ
ッ
ク
ハ
ン
ド
の
秘

訣
は
，
」
「秘
訣
な
ん
て
な
い
よ
。
偶

然
そ
う
な
っ
た
と
い
う
だ
け
さ
」

フ
レ
ミ
ン
グ
が
シ
ャ
ト
ル
を
追
い

始
め
た
の
は
九
歳
、
母
親
の
影
響
も

あ
っ
て
、
毎
日
そ
の
土
地
の
ク
ラ
ブ

に
通
い
、
十
二
の
時
に
は
、
ジ
ュ
ニ

ア

・
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
出
場
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。

彼
が
十
五
の
頃
、
エ
セ
フ
ン
ド

・

コ
プ
ス
が
、
七
度
目
の
全
英
選
手
権

を
さ
ら
っ
た
時
に
あ
た
り
、
神
童
ハ

ル
ト
ノ
も
頭
角
を
現
わ
し
始
め
、
ス

ポ
ー
ツ
好
き
の
若
者
の
意
欲
を
か
き

フ
レ
ミ
ン
グ

・
デ
ル
フ
ス

Ｆ

・
デ
ル
フ
ス

た
て
る
に
は
十
分
だ
っ
た
。

一
九
七
七
年
、
リ
ム
・
ス
イ

。
キ

ン
を
破
っ
て
初
の
全
英
選
手
権
制
覇
、

つ
い
で
マ
ル
メ
の
世
界
選
手
権
で
は
、

イ
ギ
リ
ス
の
レ
イ

・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン

ス
の
仲
裁
で
幸
い
に
も
失
格
を
免
か

れ
る
と
い
う
い
き
さ
つ
を
経
て
、
同

僚
の
ス
ヴ
ェ
ン
・
プ
リ
を
押
さ
え
て

優
勝
し
た
。

ぎ
り
ぎ
り
に
き
ま
る
ネ
ッ
ト

・
シ

ョ
ッ
ト
か
ら
、
力
強
い
オ
ー
バ
ー
ヘ

ッ
ド

・
ス
ト
ロ
ー
ク
ま
で
難
の
な
い

そ
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
、
週
五
日
、
時

に
は

一
日
に
二
度
も
コ
ー
ト
に
出
、

平
均

一
時
間
半
の
練
習
に
よ
っ
て
磨

き
上
げ
ら
れ
た
も
の
だ
。

体
調
を
整
え
る
た
め
の
体
操
な
ど

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
好
き
で
は
な

い
し
、
そ
れ
が
役
立
つ
と
は
思
わ
な

い
の
で
、
や
む
を
え
な
い
場
合
以
外

は
止
め
て
い
る
と
い
つ
。

二
十
七
歳
の
デ
ル
フ
ス
は
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
の
オ
ー
プ
ン
化
に
は
、
は

っ
き
り
し
た
考
え
を
持
っ
て
い
る
。

「金
額
が
大
き
け
れ
ば
結
構
だ
。
少

な
け
れ
ば
興
味
な
い
ね
」
お
偉
い
さ

ん
方
の
決
断
が
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い
る

の
で
プ
レ
ー
ヤ
ー
た
ち
は
待
ち
く
た

び
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。
彼
は

九
月
の
ロ
イ
ヤ
ル
・ア
ル
バ
ー
ト
・
ホ

ー
ル
で
の
二
万
ポ
ン
ド
の
賞
金
の
か

か
っ
た
試
合
を
楽
し
み
に
し
て
い
る

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
国
内
ヽ
２
の
ス

ポ
ー
ツ
と
な
っ
て
い
る
デ
ン
マ
ー
ク

で
も
、　
ユ
ト
ラ
ン
ド
の
ラ
ン
ダ
ー
ス

で
二
万
五
千
ポ
ン
ド
を
か
け
た
オ
ー

ス
ポ
ー
ツ
な
ん
て
ご
免
だ
わ
と
い

う
女
性
も
い
る
。
汗
く
さ
い
更
衣
室

や
筋
肉
質
に
な
っ
た
り
で
は
、
女
ら

し
さ
に
か
か
わ
る
そ
う
な
。
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
の
妖
精
リ
ー
ン
・
コ
ー
ペ
ン

を
見
て
ほ
し
い
も
の
だ
。
全
英
選
手

権
で
、
望
遠
鏡
が
み
ん
な
遠
く
の
ス

コ
ア
ボ
ー
ド
に
向
い
て
い
た
と
思
っ

た
ら
大
間
違
い
。
男
性
ば
か
り
か
、

ご
婦
人
方
も
、
い
さ
さ
か
ね
た
ま
し

さ
の
混
っ
た
感
嘆
の
目
を
、
軽
や
か

に
勝
利

へ
の
道
を
舞
っ
て
い
る
リ
ー

ン
の
姿
に
注
い
で
い
た
。

ス
タ
ン
ド
の
フ
ァ
ン
の
ほ
か
に
も
、

待
望
の
ウ
ェ
ン
ブ
レ
ー
の
勝
利
の
力

と
な
っ
た
ひ
と
り
の
青
年
が
い
た
。

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
彼
女
と
暮
し
て

い
る
ハ
ン
ス
・
ロ
プ
ヶ
、
決
勝
の
近

藤
小
織
と
の
無
残
な
第
２
セ
ッ
ト
で
、

か
た
わ
ら
か
ら
助
言
を
し
て
い
た
の

も
、
観
衆
の
前
で
彼
女
か
ら
勝
利
の

キ
ス
を
も
ら
っ
た
の
も
彼
だ
っ
た
。

ハ
ン
ス
自
身
も

一
九
七
五
年
の
全

プ
ン
・
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
十

一
月
に

開
か
れ
る
予
と
粍

デ
ル
フ
ス
は
あ
と

二
、
四
年
は
ト
ッ
プ

・
レ
ベ
ル
の
座

に
い
て
、
相
応
の
経
済
的
な
収
穫
を

手
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の

後
は
コ
ー
チ
と
し
て
、
す
ぐ
れ
た
デ

ン
マ
ー
ク
の
後
継
者
の
育
成
に
あ
た

英
選
手
権
出
場
者
だ
っ
た
。
リ
ー
ン

は
男
子
選
手
と
の
プ
レ
ー
で
腕
を
磨

い
て
い
る
が
、
そ
の
主
な
相
手
は
ハ

ン
ス
が
つ
と
め
る
。

十
二
歳
か
ら
プ
レ
ー
を
始
め
た
り

―
ン
は
、　
一
九
七
七
年
、
ギ
リ
ア
ン

・
ギ
ル
ク
ス
を
破

っ
て
女
子
シ
ン
グ

ル
ス
で
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
っ

た
。
一九
七
七
年
歯
科
医
と
な
っ
た
り

―
ン
は
二
十
歳
ま
で
の
若
者
の
た
め

の
国
立
の
診
療
所
に
勤
務
の
か
た
わ

ら
、
休
暇
を
と
っ
て
海
外
遠
征
に
出

か
け
る
。

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
は
、
混
合
ダ

る
つ
も
り
で
い
る
。

間
も
な
く
父
親
に
な
る
デ
ル
フ
ス
。

ク
ラ
ブ
で
ラ
ケ
ッ
ト
を
振
る
母
と
、

熱
心
な
指
導
者
の
父
の
血
を
受
け
つ

い
で
、
た
く
ま
し
い
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

と
な
る
か
，

（バ
ド
ミ
ン
ト
ン
二

九
七
九
年
六
月
号
）

Ｌ

・
コ
ー
ペ
ン

ブ
ル
ス
の
相
棒
ス
テ
ー
ン
・
ス
コ
ー

プ
ガ
ー
ド
な
ど
デ
ン
マ
ー
ク
の
主
力

選
手
と
同
じ
ク
ラ
ブ
に
所
属
、
毎
日

一
、
二
時
間
コ
ー
ト
で
練
習
に
励
む

ほ
か
、
週
に

一
度
か
二
度
、
家
の
近

く
の
公
園
や
湖
畔
を
走
っ
た
り
、
体

操
を
す
る
。

彼
女
は
歯
科
医
師
と
し
て
の
仕
事

と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
両
立
さ
せ
た
い

と
思
っ
て
い
る
。　
い
つ
ま
で
プ
レ
ー

が
で
き
る
だ
ろ
う
か
，
　
お
も
し
ろ

い
間
は
ね
、
と
リ
ー
ン
は
言
っ
て
い

うムυ。
（バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
一
九
七
九
年

五
月
号
）

世
界
一楽
し
い
歯
医
者
さ
ん

Iヽデト
リーン・ コーペ ン
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一つ
の
時
代
が
終
っ
た
？

第
６９
回
全
英
選
手
権
大
会
は
、
も

し
事
態
が
現
状
の
ま
ま
進
め
ば
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
に
お
け
る

一
つ
の
時
代

の
幕
切
れ
を
示
す
も
の
に
な
る
だ
ろ

λヽ

来
年
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が

″
オ

ー
プ
ン
〃
に
移
行
す
る
と
期
待
さ
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
競
技
者
は
、

栄
光
の
た
め
の
だ
か
り
で
な
く
、
報

酬
の
た
め
に
プ
レ
ー
す
る
こ
と
に
な

，ハ）。バ
ド
ミ
ン
ト
ン
界
の
こ
の
大
き
な

飛
躍
に
あ
た
っ
て
、
二
つ
の
相
反
す

る
質
問
が
頭
に
浮
か
ん
で
く
る
。
な

ぜ
そ
ん
な
に
長
く
か
か
っ
た
の
か
？

な
ぜ
そ
ん
な
に
早
く
こ
う
い
う
こ
と

に
な
っ
た
の
か
，

テ
ニ
ス
界
は

一
九
六
八
年
に
日
の

目
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
プ
ロ
も
ア

マ
チ
ュ
ア
も
し
ば
し
ば

一
堂
に
会
し
、

賞
金
額
は
上
が
る

一
方
と
な
っ
た
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
オ
ー
プ
ン
化
が

提
唱
さ
れ
な
が
ら
も
遅
れ
を
と
っ
て

い
た
の
は
、
将
来
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

種
目
と
な
る
希
望
と
の
か
ね
合
い
か

ら
だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は

一
九

八
八
年
ま
で
は
不
可
能
と
見
ら
れ
る

こ
と
と
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
オ
ー
プ

Ｂ

・

ク

ラ

イ

ト

ン

ン
化
の
両
立
が
可
能
と
い
う
見
通
し

に
な
り
、
オ
ー
プ
ン
化
の
先
鋒
で
あ

っ
た
イ
ギ
リ
ス
そ
の
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
諸
国
の
動
き
に
拍
車
が
か
か
っ
た

の
だ
っ
た
。

デ
ン
マ
ー
ク
の
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
、
フ
レ
ミ
ン
グ

・
デ
ル
フ
ス
は
、

多
く
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
気
持
を
こ
つ

伝
え
て
い
た
。
「長
年
話
し
合
っ
て
き

た
け
れ
ど
も
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
は
も
う

待
ち
切
れ
な
い
。
ほ
か
の
ス
ポ
ー
ツ

で
金
を
か
せ
い
で
い
る
の
を
見
て
る

と
い
ら
い
ら
す
る
な
。
デ
ン
マ
ー
ク

で
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
フ
ッ
ト
ボ

ー
ル
の
次
に
人
気
が
あ
っ
て
、
五
五

〇
万
の
人
口
の
中
、
二
〇
万
人
が
や

っ
て
る
ん
だ
。
団
体
は
ぼ
く
ら
の
お

か
げ
で
も
う
け
て
い
る
の
に
、
こ
っ

ち
に
は
何
も
き
や
し
な
い
」
こ
う
い

う
意
見
を
踏
ま
え
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
各
団
体
が
オ
ー
プ
ン
化
の
原
動
力

と
な
っ
て
い
た
。

第
二
の
質
問
に
つ
い
て
は
、
ど
う

か
？一
年
ほ
ど
前
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
界

は
分
裂
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
た
。
台

湾
の
代
表
権
と
中
国
の
加
入
を
め
ぐ

っ
て
の
Ｗ
Ｂ
Ｆ
の
設
立
で
あ
る
。
こ

れ
に
加
え
て
、
Ｉ
Ｂ
Ｆ
が
オ
ー
プ
ン

化
を
決
め
な
い
な
ら
、
独
自
に
ス
ポ

ン
サ
ー
を
つ
け
て
、
プ
ロ
・
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
を
行
な
う
と
い
う
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
選
手
を
中
心
と
す
る
選
手
会

の
発
表
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
昨
年
五
月
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー

一
八
九
二
年
設
立
、
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
に
お
け
る
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
指
導

的
機
関
で
あ
り
、
国
際
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
連
盟
に
加
入
し
て
い
る
。
後
援
者

は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
名
の
由
来
と

な
っ
た
別
荘
の
主
ビ
ュ
ー
フ
オ
ー
ト

公
民競
技
の
振
興
全
般
、
統

一
ル
ー
ル

の
採
用
、
規
定
に
関
す
る
諸
問
題
の

決
定
、
加
入
団
体
の
公
認
規
定
の
遵

守
の
確
保
な
ど
を
目
的
と
し
て
い
る
。

各
州
を
代
表
す
る
４‐
団
体
か
ら
成

り
、
各
団
体
及
び
そ
の
メ
ン
バ
ー
は

協
会
に
年
会
費
を
納
め
て
い
る
。

協
会
の
業
務
は
約
７５
名
の
評
議
会

に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
る
。
評
議
会
は

少
な
く
と
も
年
３
回
開
か
れ
、
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
競
技
全
般
の
方

針
立
案
を
行
な
う
。
そ
の
実
施
に
は

評
議
会
の
任
命
す
る
次
の
常
任
委
員

会
が
あ
た
る
。

①
緊
急
委
員
会
＝
実
行
委
員
会
が

ラ
ン
ド
で
の
Ｉ
Ｂ
Ｆ
総
会
で
オ
ー
プ

ン
化
が
と
り
上
げ
ら
れ
、
今
年
の
ジ

ャ
カ
ル
タ
で
の
総
合
で
批
准
さ
れ
る

の
を
条
件
に
、　
一
九
七
九
―
八
〇
年

の
シ
ー
ズ
ン
に
開
始
す
る
こ
と
が
議

決
さ
れ
た
。

現
状
で
は
、
来
年
の
全
英
選
手
権

で
実
現
と
見
ら
れ
て
い
る
。

選
手
た
ち
は
昨
年
の
テ
ニ
ス
の
ビ

ョ
ル
ン
・
ボ
ル
グ
の
よ
う
に
七
〇
万

ド
ル
を
か
き
集
め
る
よ
う
な
こ
と
は

な
い
に
し
て
も
、
せ
め
て
そ
の
働
き

に
応
じ
た
も
の
く
ら
い
は
持
ち
帰
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
■ヽ

（
一
九
七
九
年
全
英
選
手
権
プ
ロ

グ
ラ
ム
）

イ
ン
グ
ラ
ン
ド

・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
の
組
織
と
活
動

開
か
れ
て
い
な
い
期
間
の
す
べ
て
の

緊
急
事
項
を
扱
う
。

②
実
行
委
員
会
＝
最
も
重
要
な
委

員
会
で
他
の
委
員
会
の
議
事
録
の
採

否
、
修
正
な
ど
を
行
な
う
。
ア
マ
チ

ュ
ア
規
定
違
反
そ
の
他
の
懲
罰
、
選

定
委
員
の
任
命
に
も
あ
た
る
。

③
財
務
委
員
会
＝
協
会
の
財
務
管

理
、
計
画
を
担
当
す
る
。

①
行
事
委
員
会
＝
国
内
外
に
お
け

る
国
際
競
技
開
催
の
準
備
を
行
な
う
。

⑤
コ
ー
チ
及
び
技
術
委
員
会
＝
コ

ー
チ
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
及
び
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
シ
ニ
ア

・
チ
ー
ム
に
入
っ
て

い
な
い
若
い
選
手
の
養
成
と
選
定
を

担
当
。
競
技
場
及
び
設
備
な
ど
の
技

術
事
項
も
扱
う
。

⑥
発
展

・
計
画
委
員
会
＝
Ｉ
Ｂ
Ｆ

や
Ｅ
Ｂ
Ｊ
関
係
及
び
ラ
ジ
オ
、
テ
レ

ビ
な
ど
広
報
を
担
当
。
長
期
計
画
の

責
任
を
負
う
、　
い
わ
ば
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
・
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
役
割
を
し
て

い
る
。
事
務
局
は
、
こ
つ
し
た
評
議
会
や

委
員
会
の
決
定
を
、
き
め
ら
れ
た
シ

ス
テ
ム
に
よ
っ
て
実
行
に
移
し
て
い

る
。
多
岐
に
わ
た
る
事
務
局
の
業
務

は
多
忙
で
、　
一
日
平
均
７５
通
か
ら
‐００

通
の
手
紙
を
処
理
し
、
事
務
経
費
だ

け
で
も
年
８
千
ポ
ン
ド
に
及
ん
で
い

つ六υ。こ
の
ほ
か
に
も
、
名
誉
職
の
立
場

で
援
助
を
仰
い
で
い
る
役
員
が
多
勢

協
会
を
支
え
て
い
る
。

全
英
選
手
権
は
世
界
中
の
ト
ッ
プ

プ
レ
ー
ヤ
ー
た
ち
の
メ
ッ
カ
で
あ
り
、

政
府
レ
ベ
ル
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

も
聞
か
れ
る
が
、
協
会
は

一
般
の
人

人
の
も
の
で
あ
り
、
ク
ラ
ブ
や
団
体

を
通
し
て
人
々
の
要
望
を
そ
の
方
針

に
反
映
さ
せ
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

（バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
一
九
七
九
年

四
月
号
）
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読者 と

編集者

新
居
浜
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
の

副
会
長

・
越
智
勤
也
氏
よ
り
次
の
よ

う
な
お
便
り
が
当
編
集
部
に
届
き
ま

し
た
の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

「当
地
新
居
浜
市
に
お
き
ま
し
て
先

般

″高
齢
者
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ

ブ
″
が
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

新
居
浜
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
傘

下
に
は
、
す
で
に
実
業
団
、
高
校
の

ほ
か
ク
ラ
ブ
対
抗
、
家
庭
婦
人
連
盟

な
ど
が
あ
り
、
市
民
体
育
館
の
利
用

率
も
８０
％
に
達
し
、
市
民
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
大
会
は
、　
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
年

間
３
回

（年
齢
別
、
ク
ラ
ス
別
、
市

民
体
育
祭
）
開
催
し
て
お
り
、
通
算

４４
回
目
が
近
日
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
つ
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
ま

さ
に
、
イ
ン
ド
ア
競
技
の
主
流
を
な

し
て
お
り
ま
す
」。

次
に
掲
げ
る
の
は
、
同
封
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
昭
和
５４
年
６
月
８
日
の

愛
媛
新
聞
の
記
事
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
の
健
康
づ
く

り
が
全
国
各
地
で
盛
ん
と
な
っ
て
い

る
が
、
新
居
浜
市
で
は
６
日
、
高
齢

者
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
が
誕
生

し
た
。
同
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
（片

上
進
会
長
）
の
話
で
は
、
高
齢
者
ば

か
り
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
が
発

足
し
た
の
は
県
下
で
は
初
め
て
で
、

全
国
的
に
も
珍
し
い
と
い
う
。
こ
れ

を
契
機
に
、
今
後
県
下
各
地
で
高
齢

者
ク
ラ
ブ
結
成
の
動
き
が
出
て
く
る

の
で
は
な
い
か
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

ク
ラ
ブ
の
名
前
は
、
さ
つ
き
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ

（永
易
明
会
長
、

５５
人
）
で
、
同
協
会
指
導
の
も
と
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
経
験
者
ら
が
中
心
に

な
り
、
４
月
か
ら
結
成
準
備
を
進
め

て
い
た
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
の
体

力
づ
く
り
で
成
人
病
、
老
化
防
止
を

―
と
の
ネ
ラ
イ
で
市
民
に
参
加
を
呼

び
か
け
、
人
会
対
象
者
も
初
心
者
で
、

男
子
５０
歳
以
上
、
女
子
４０
歳
以
上
と

高
齢
者
に
限
定
し
た
。

同
日
は
、
趣
旨
に
賛
同
し
て
同
ク

ラ
ブ
に
加
入
し
た
男
子
２０
人
、
女
子

３５
人
が
同
市
東
雲
町
の
市
民
体
育
館

に
集
ま
り
、
午
後
６
時
半
か
ら
結
成

式
を
行
い
、
正
式
に
発
足
。
高
齢
者

ク
ラ
ブ
と
し
て
、
同
協
会
に
も
正
式

加
盟
し
た
。
同
ク
ラ
ブ
で
は
今
後
、

同
協
会
や
同
市
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
の

コ
ー
チ
で
、
週
２
回
、
３
時
間
ず
つ

市
民
体
育
館
を
利
用
し
て
練
習
を
続

け
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
、
年
齢
に
関
係

な
く
親
子
や
夫
婦
で
気
軽
に
楽
し
め

る
こ
と
か
ら
、
同
市
で
は
最
も
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
。
基
本

的
な
指
導
を
望
む
市
民
の
声
も
多
い

た
め
、
同
市
教
委
は
、
１５
日
か
ら

一

ヵ
月
間
毎
週
水
、
金
曜
日
に
、
未
経

験
者
を
対
象
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
指

導
す
る
中
央
健
康
教
室
の
開
講
を
計

画
し
て
い
る
。
受
講
対
象
者
も
、
同

ク
ラ
ブ
と
同
じ
く
男
子
５０
歳
以
上
、

女
子
４０
歳
以
上
と
し
て
お
り
、
同
ク

ラ
ブ
で
は
、
こ
の
教
室
の
卒
業
生
ら

に
も
広
く
ク
ラ
ブ
参
加
を
呼
び
か
け

組
織
を
拡
大
し
、
さ
ら
に
、
全
県
下

に
も
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
の
輪
を
広
げ

て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
同
協
会
に
加
盟
し
た
と
は

い
え
、
年
齢
も
高
く
公
式
戦
出
場
の

実
力
を
つ
け
る
の
は
難
し
い
た
め
、

高
齢
者
同
士
の
独
自
の
大
会
や
男
女

混
合
試
合
な
ど
の
開
催
を
計
画
し
て

お
り
、
同
ク
ラ
ブ
員
ら
は
、
大
会
に

備
え
て
結
成
式
後
、
早
速
、
ラ
ケ
ッ

ト
を
握
り
練
習
に
汗
を
流
し
て
い
た

い
た
し
ま
し
た

「
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ

・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
」
（
ジ
ュ
デ
ィ
・
ハ

ッ
シ
ュ
マ
ン
著
、
後
藤
忠
弘
訳
）
は

栂
野
尾
昌

一
・
悦
子
夫
妻
の
協
力
を

得
て
、
単
行
本
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

当
初
７
月
下
旬
刊
行
予
定
で
し
た
が
、

写
真
の
選
定
、
訳
注
を
つ
け
る
作
業

な
ど
で
や
や
遅
れ
て
い
ま
す
。
９
月

す
の
で
、
も
う
し
ば
ら
く
お
待
ち
く

だ
さ
い
。

ま
た
左
記
の
と
お
り
、
予
約
受
付

を
開
始
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
本
書

を
ご
希
望
の
方
は
、
お
早
目
に
お
申

刊
行
を
め
ざ
し
馬
力
を
か
け
て
い
ま
　
　
し
込
み
く
だ
さ
い
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世界のカー/レトン

トーナメント・プラス

O FI i ght (t \-(2,)P-Hrrn.6,ftrrffiffi)

カー7L/ト ンの目標は,水鳥球の原点といわれる英国RoS.L社
のターニー。モデルです。垂直に落下してこそシャトルコック。

これこそ,カールトンが追求し続けている基本テーマです。
右の図を見れは なぜカー71/ト ンが世界中のプレーヤーに使

用され 他の追従を許さないか理解してぃただけるでしょう。

Turnover
(ネットブレー時の復元性)

●PHOTO・左より…

トーナメント・ノフス トーナメント,インターナショナリレクラフ

トーナメント・プラス
1ダース¥3,600(1個 ¥300)
日本バドミントン協会検定合格球
IBF(国影 ドヾミントあ醒D公認球

常に世界をリードしてきたカールトンのニュー

モデルです。上唯なフライト,すばやいターン・

オーバー,そ してフェザーのフィーリング。 ト
ーナメント・プラスは確かにプラスαを感じさ

せるシャトルコックです。

トーナメント

1ダース¥3,300(1個 ¥280)
日
～
ドヾミントン協会検定合格球

IBF(酔 ドヾミント型 )/A―

世界一の消費量を誇るナイロン・シャトルのベ

ストセラー。水鳥球の数倍の耐久性をもち し
かも,最 も飛び方力

“

以ていると評価されていま

す。この絶大な定評は他の追従を許しません。

インターナショナル

1ダース¥2,800(1個 ¥240)
日本 ドヾミントン協会検定合格III

IBF(国ル ド`ミントあ醒D公認球

国産品とは比較にならないほど優れた↑生能をも

ち, しかも値段は国産品と変りません。耐久性
はトーナメントよりも丈夫です。初・中級者の

ための試合・練習球としてどうぞ。

クラブ (練習球)1ダース¥2,400(1個 ¥200)

水鳥来 RSL社 ターニー)

けイロンシャリヘサ

ODuraЫ Hり耐久o
丈夫と言われるナイロンシャトルをさらに一歩進めた

のがカールトンです。r口 1転機構の採用によリネジレを

なくし,ヘ ッドもこわれやすいコルクからP.V.Cに変
える事によって而f欠性を更にアップしました。

(寒冷時に使用される時は,お湯で暖めてからこ使用
下さい。耐久性がグーンとアップします。)

ターンオーバー。この返 りの速さこそカールトンの真髄です。ごらんの通り,国産シャトル

と比べ違いがひと目でわかります。正確なショットを生む素早いターンオーバーこそ,微妙

なタッチが要求されるバドミントンには欠 く事のできない大事な要素です。

●国産ナイロンシヤトル ●カールトン・ナイロンシヤトル

昭和54年度より,ナイロンシャトルは中学校
大会使用球になりました。

カールトン・

ナイロンシャトル

【iJl  
―ヽ

総 輸 入元  メ ト ロ レ ジ ャ ー 株 式 会 社  東京都千代田区外神田5‐ 6-4 TEL(03)833-366哺
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また、ヨネックスならではのクリエイ7・fブなラケットが誕生しました

世界で最軽量=なんと、100g以下のフルカーボンシャフトラケット、

カーボネックス8で す フレームは1寺殊合金アルミ、シャフトはフル
カーボン 強烈な六ヮーを秘めながらこの軽さは、まさに世界新 ‐
ノゞドミントンブレイが二歩も三歩も前進します´このヒーローの登場で

話多翼―読
`さ

麗鮮3隣子鯉語

カーボネックス・土ィト(1寺殊刀レミ合金フレーム・フルカーボンシャフト)¥8′ 800

(イエロー・オレンジ・グリーン)・ 重量表示・|― U(100,ヽ 95,)・ 2‐ U(95,-90,)
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